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第２期教育大綱の検証と成果 

推進  
方向  

  資料編  

第２期教育大綱の検証と成果  

第 ２ 期 教 育 大 綱 の も と 、 教 育 に 関 す る 様 々 な 分 野 に お い て 具 体
的 な 取 組 を 進 め て き ま し た 。 そ の よ う な 中 、 令 和 ２ 年 以 降 の コ ロ
ナ 禍 は 、 臨 時 休 校 を 余 儀 な く さ れ た り 、 運 動 会 や 修 学 旅 行 な ど
様 々 な 行 事 を 中 止 せ ざ る を 得 な い と い っ た 深 刻 な 影 響 を 及 ぼ し ま
し た 。  

し か し 一 方 で は 、 オ ン ラ イ ン 授 業 の 導 入 な ど 、 半 ば 強 制 的 に
ICT 1 を 活 用 し な け れ ば な ら な い 状 況 が 生 ま れ た こ と で 、 教 育 の デ
ジ タ ル 化 が 急 速 に 進 む な ど 、 大 き な 転 換 点 と も い う べ き 時 期 と な
り ま し た 。  

こ の よ う な 状 況 の 中 、 第 ２ 期 教 育 大 綱 に 基 づ い て 取 り 組 ん で き
た 事 業 に つ い て は 毎 年 「 周 南 市 の 教 育 事 業 概 要 」 の 策 定 に よ る 各
施 策 の 見 直 し ・ 改 善 を 行 い 、 そ の 結 果 を 翌 年 度 以 降 の 施 策 の 展 開
に 反 映 し て き ま し た 。  

 

基本方針①  道徳教育や幼児教育の充実を柱とした「豊かな心」

の育成  

1   道徳教育の充実  

◼  これまでの取組  

◆  各 学 校 に お い て 特 色 の あ る 体 験 活 動 等 や コ ミ ュ ニ テ ィ・ス ク ー ル
2 の 機 能 を 生 か し 、 地 域 資 源 を 活 用 し た 郷 土 学 習 等 へ の 充 実 を 図

り ま し た 。  

◆  キ ャ リ ア 教 育 3 に つ い て 、 各 学 校 に お け る キ ャ リ ア ・ パ ス ポ ー ト

の 作 成 や 職 業 体 験 等 へ の 積 極 的 な 取 組 を 促 し 、社 会 的・職 業 的 自

立 に 向 け た 資 質 や 能 力 の 育 成 を 図 り ま し た 。   

◆  若 手 教 職 員（ ３ 年 次 ま で ）を 対 象 に 、授 業 づ く り の 研 修 を 通 し て 、

道 徳 価 値 の 自 覚 と 自 己 の 生 き 方 に つ い て の 考 え を 深 め 、道 徳 的 実

践 力 を 高 め る「 考 え 、議 論 す る 道 徳 」の 授 業 力 を 高 め る 取 組 を 行

い ま し た 。  

◆  学 校 図 書 館 司 書 及 び 指 導 員 を 増 員 配 置 し 、児 童 生 徒 の 読 書 活 動 の

推 進 に 向 け た 環 境 整 備 及 び 学 校 図 書 館 の 充 実 に 取 り 組 み ま し た 。 

 

 
1
 I C T 「 I n f o r m a t i on  a n d  C o m m u n i c a t i o n  Te ch n o l o gy （ 情 報 通 信 技 術 ）」： 通 信 技 術 を 活 用 し た コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の こ と で 、 情 報 処 理 だ け で は な く 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の よ う な 通 信 技 術 を 利 用 し た 産 業 や サ ー ビ ス

な ど の 総 称  
2  コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル （ 学 校 運 営 協 議 会 制 度 ）： 学 校 と 地 域 住 民 等 が 力 を 合 わ せ て 学 校 の 運 営 に 取 り 組

む こ と が 可 能 と な る 「 地 域 と と も に あ る 学 校 」 へ の 転 換 を 図 る た め の 有 効 な 仕 組 み の こ と 。 こ の 仕 組 み に

よ り 、 学 校 運 営 に 地 域 の 声 を 積 極 的 に 生 か し 、 地 域 と 一 体 と な っ て 特 色 あ る 学 校 づ く り を 進 め て い く こ と

が で き る 。  
3  キ ャ リ ア 教 育 ： こ ど も た ち が 将 来 、 社 会 の 一 員 と し て 活 躍 し 、 自 分 ら し い 生 き 方 を 選 択 し 、 実 現 し て い く

た め に 必 要 な 能 力 や 態 度 を 育 む 教 育 の こ と  
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基本方針① 道徳教育や幼児教育の充実を柱とした「豊かな心」の育成 

推進  
方向  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  
令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

学 校 の き ま り を 守 っ て い る

と 思 う 児 童 生 徒 の 割 合  

小 学 校 90.4％  

中 学 校 97.1％  

100%に  

近 づ け る  

指 標 項 目 が  

な く な っ た  
※  

人 の 役 に 立 つ 人 間 に な り た

い と 思 う 児 童 生 徒 の 割 合   

小 学 校 95.0％  

中 学 校 96.9％  

100%に  

近 づ け る  

96.7％  

96.0％  
※  

※ 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 小 学 6 年 生 ・ 中 学 3 年 生 対 象 ）（ 文 部 科 学 省 ） よ り  
 

◼  今後の課題など  

・  こ ど も の 「 豊 か な 心 」 の 育 成 の た め に 、「 考 え 、 議 論 す る 道 徳 」

の 実 現 に 向 け た 授 業 改 善 の 推 進 や キ ャ リ ア 教 育 の 充 実 と と も に 、

地 域 に 貢 献 す る 活 動 や 地 域 資 源 を 活 用 し た 郷 土 学 習 の 一 層 の 充

実 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。  

・  規 範 意 識 を 高 め 、自 ら が 道 徳 的 価 値 を 自 覚 し て 道 徳 的 実 践 力 を 更

に 高 め て い く 授 業 づ く り の 工 夫 と 、児 童 生 徒 の 心 に 響 く 授 業 を 展

開 す る 授 業 力 を 更 に 高 め る 必 要 が あ り ま す 。  

・  今 後 も 、豊 か な 表 現 力 や 想 像 力 を 育 成 す る た め 、公 立 図 書 館 と の

連 携 を 始 め と し た 各 機 関 の 連 携 と 共 に 、司 書 教 諭 の 養 成 や 学 校 司

書 の 配 置 な ど 学 校 図 書 館 の 整 備 充 実 、読 書 機 会 の 確 保 、読 書 活 動

の 重 要 性 な ど に 関 す る 普 及 啓 発 な ど を 通 じ 、こ ど も の 読 書 活 動 を

推 進 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

2   幼児教育の充実  

◼  これまでの取組  

◆  令 和 ４ 年 度 に 設 置 し た 乳 幼 児 教 育 セ ン タ ー を 核 と し て 、研 修 会 や

幼 保・小 連 携 交 流 会 の 開 催 、相 談 会 や ア ド バ イ ザ ー 等 の 園 訪 問 な

ど に よ り 人 材 育 成 を 図 り ま し た 。  

◆  幼 児 教 育 ア ド バ イ ザ ー を 配 置 し 、 関 係 機 関 の 相 互 連 携 に よ る 教

育・保 育 充 実 の た め の 実 践 的 研 究 協 議 会 の 開 催 等 を 通 じ て 、幼 保

こ 小 の 連 携 ・ 接 続 の 推 進 に 向 け た 取 組 を 進 め ま し た 。  

◆  学 校 と の 会 議 や 協 議 等 だ け で な く 、地 域 活 動 へ の 参 加 や 中 学 生 と

の 交 流 な ど 、 多 様 な 関 わ り の 機 会 を 創 出 し ま し た 。  

◆  施 設 数 の 減 少 に よ り 来 園 者 数 は 減 少 し た が 、積 極 的 な 園 開 放 に 努

め た 結 果 、 多 く の 親 子 に 向 け て 活 動 の 場 所 が 提 供 で き ま し た 。  
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基本方針② 「確かな学力」「健やかな体」の育成 

推進  
方向  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

市 主 催 の 研 修 会 へ の 幼 稚

園 、保 育 所 、認 定 こ ど も 園 等

全 園 （ 64 園 ） の 参 加 率  

60.3%  
100%に  

近 づ け る  
88.4%  ※  

地 域 間 ・ 校 種 間 連 携 活 動 の

実 施 率 （ 年 15 回 以 上 ）  
57.0%  

100%に  

近 づ け る  
100%  ※  

未 就 園 児 親 子 の 来 園 者 数  526 組  550 組  338 組  ※  

市 主 催 の 研 修 会 へ の 幼 稚

園 、保 育 所 、認 定 こ ど も 園 等

全 園 （ 64 園 ） の 参 加 率  

60.3%  
100%に  

近 づ け る  
88.4%  ※  

※ こ ど も 保 育 課 （ 平 成 30 年 時 点 保 育 幼 稚 園 課 ） 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  乳 幼 児 教 育 セ ン タ ー の 機 能 を 高 め 、保 育 士 等 の ス キ ル 向 上 の 取 り

組 み を 更 に 強 化 す る 必 要 が あ る 。  

・  中 堅 職 員 を 中 心 と し た サ ブ ア ド バ イ ザ ー の 育 成 を 進 め る な ど 、人

材 育 成 の 体 制 づ く り を 行 う 必 要 が あ る 。  

・  多 様 な 年 代 と の 関 わ り が 生 ま れ る 機 会 を よ り 多 く 提 供 す る と と

も に 、未 就 園 児 が 定 期 的 に 活 動 で き る 場 の 提 供 が 必 要 と 考 え て い

る 。  

 

基本方針②  「確かな学力」「健やかな体」の育成  

3   確かな学力の育成  

◼  これまでの取組  

◆  児 童 生 徒 の 立 場 か ら こ れ ま で の 授 業 を 見 直 し 、求 め ら れ る 資 質 ・

能 力 を 育 成 す る 授 業 を 実 現 で き る よ う「 授 業 づ く り の ス タ ー ト ラ

イ ン 」 を 作 成 し 、 授 業 づ く り に 活 用 し ま し た 。  

◆  ネ イ テ ィ ブ の 外 国 語 に 触 れ る 授 業 や １ 人 １ 台 端 末 等 の ICT 機 器

を 活 用 し た 学 習 展 開 な ど を 通 じ た 質 の 高 い 学 び を 実 現 す る こ と

で 、「 確 か な 学 力 」 の 育 成 を 図 り ま し た 。  

◆  「 周 南 市 ICT 教 育 プ ロ ジ ェ ク ト 会 議 」を 立 ち 上 げ 、定 期 的 に 研 修

会 を 行 い 、各 校 の 現 状 や 課 題 、実 践 事 例 を 共 有 し 情 報 発 信 す る こ

と で 、 ICT 機 器 活 用 の 学 校 間 格 差 の 解 消 に 努 め ま し た 。  

◆  特 別 な 教 育 支 援 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 が 、適 切 な 指 導 や 必 要 な 支

援 を 受 け る こ と が で き る よ う に 支 援 相 談 を 行 う と と も に 、生 活 指

導 員 や 介 助 員 を 配 置 し 、教 育 的 ニ ー ズ に 応 じ た 学 び の 実 現 に 向 け

た 環 境 づ く り に 努 め ま し た 。  

◆  教 員 が 児 童 生 徒 と 向 き 合 う 時 間 を 確 保 し 、本 来 業 務 に 専 念 で き る

よ う 教 員 業 務 支 援 員 を 配 置 し 、 教 育 環 境 の 充 実 を 図 っ て い ま す 。 
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基本方針② 「確かな学力」「健やかな体」の育成 

推進  
方向  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

授 業 に お い て 、 課 題 の 解 決

に 向 け て 、自 ら 考 え 、自 ら 取

り 組 ん だ と 思 う 児 童 生 徒 の

割 合  

小 学 校 78.3％  

中 学 校 83.1％  
増 加 さ せ る  

78.6％  

84.6％  

※ １  

授 業 に お い て 、 友 達 と 話 し

合 う 活 動 を 通 じ て 、 自 分 の

考 え を 深 め た り 、 広 げ た り

し た と 思 う 児 童 生 徒 の 割 合  

小 学 校 80.8％  

中 学 校 86.8％  
増 加 さ せ る  

85.0％  

86.5％  

※ １  

児 童 生 徒 の 興 味 ・ 関 心 を 高

め た り 、 課 題 を 明 確 に つ か

ま せ た り 、 学 習 内 容 を 的 確

に ま と め さ せ た り す る た め

に 、 コ ン ピ ュ ー タ や 提 示 装

置 な ど を 活 用 し て 資 料 な ど

を 効 果 的 に 提 示 す る 授 業 が

行 え る 教 員 の 割 合  

88.3％  
100％ に  

近 づ け る  
100％  ※ ２  

職 場 見 学 を し た り 、 職 場 体

験 活 動 を 行 っ た り し た 学 校

の 割 合  

小 学 校 77.8％  

中 学 校 100％  

100%に近づける  

100%  

84.6％  

76.9％  
※ ３  

※ 1 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 小 学 6 年 生 ・ 中 学 3 年 生 対 象 ）（ 文 部 科 学 省 ） よ り  
※ 2 学 校 教 育 課 調 べ  

※ 3 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 学 校 質 問 紙 ）（ 文 部 科 学 省 ）  

◼  今後の課題など  

・  ICT を 活 用 し な が ら「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」の 視 点 に た っ

た 授 業 改 善 に 取 り 組 む と と も に 、学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 が 各 学 校 で

理 解 さ れ 実 施 さ れ る よ う 、引 き 続 き 効 果 的 な 指 導 の あ り 方 に つ い

て 検 討 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

・  不 登 校 や 特 別 な 教 育 支 援 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 は 、近 年 増 加 傾 向

に あ る た め 、一 人 ひ と り の 特 性 や ニ ー ズ に 応 じ た 指 導・支 援 が 求

め ら れ て い ま す 。  

・  切 れ 目 の な い 一 貫 し た 子 育 て 支 援 を め ざ し 、幼 児 期 の 教 育 と 小 学

校 教 育 と の 接 続 を 積 極 的 に 推 進 し て い く 教 育 活 動 が 必 要 で す 。  

 

4   健やかな体の育成  

◼  これまでの取組  

◆  各 学 校 に お い て 、遊 び の 機 会 の 設 定 や ラ ジ オ 体 操 に 取 り 組 む こ と

に よ り 、 こ ど も 自 身 の 体 力 向 上 に 対 す る 意 識 が 高 ま り ま し た 。  

◆  学 校 保 健 安 全 委 員 会 や 学 校 運 営 協 議 会 で 、児 童 生 徒 の 体 力 の 課 題

を 共 有 し た り 、熟 議 で 体 力 向 上 に つ い て 協 議 し た り す る な ど 、「 学

校 ・ 家 庭 ・ 地 域 」 が 一 体 と な っ て 取 り 組 ん で い ま す 。  

◆  コ ロ ナ 禍 に よ り ス ポ ー ツ 活 動 が 困 難 な 時 期 も あ り ま し た が 、各 地

区 の ス ポ ー ツ 振 興 会 が 実 施 す る 地 域 ス ポ ー ツ 活 動 や 地 域 コ ミ ュ

ニ テ ィ 活 動 を 支 援 し 、運 動 に 親 し む こ と が で き る 環 境 や 機 会 の 拡

充 を 図 り ま し た 。  
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基本方針③ コミュニティ・スクールの充実 

推進  
方向  

◆  学 校 給 食 を 通 し て 、栄 養 教 諭 等 を 中 核 と し た 家 庭 や 地 域 、関 係 機

関 と の 連 携 に よ る 食 育 を 推 進 し 、食 の 知 識 や 正 し い 食 習 慣 の 定 着

な ど を 図 り ま し た 。  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

体 育（ 保 健 体 育 ）の 授 業 は 楽

し い と 感 じ て い る 児 童 生 徒

の 割 合  

64.2％  増 加 さ せ る  91.3％  ※ １  

地 区 ス ポ ー ツ 事 業 参 加 率

（ 参 加 者 数 ／ 人 口 ）  
23.1％  25%  10.6％  ※ ２  

※ 1 全 国 体 力 ・ 運 動 能 力 、運 動 習 慣 等 調 査（ 小 学 校 ５ 年 生 ・ 中 学 校 ２ 年 生 対 象 ）（ ス ポ ー ツ 庁 ）
よ り  

※ 2 ス ポ ー ツ 振 興 課 （ 平 成 30 年 度 時 点 文 化 ス ポ ー ツ 課 ） 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  生 活 ス タ イ ル の 多 様 化 に 伴 い 、 メ デ ィ ア 依 存 や 生 活 時 間 の 夜
型 化 に よ る 生 活 習 慣 の 乱 れ な ど 、 児 童 生 徒 の 心 身 の 健 康 に 現
代 的 な 健 康 課 題 が 生 じ て お り 、 そ れ ら に 対 応 し た 保 健 教 育 が
必 要 で す 。  

・  体 力 テ ス ト の 分 析 結 果 に 基 づ き 、 体 力 向 上 と 運 動 習 慣 の 定 着
を 図 り 、 健 康 で た く ま し い 身 体 を 育 ん で い く 必 要 が あ り ま
す 。  

・  市 民 誰 も が 、 生 涯 に わ た っ て ス ポ ー ツ に 親 し み 、 ス ポ ー ツ を
楽 し み 、 ス ポ ー ツ を 支 え る 活 動 に 参 画 で き る よ う 、 多 様 な ニ
ー ズ に 応 え ら れ る 環 境 整 備 が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

基本方針③  コミュニティ・スクールの充実  

5   コミュニティ・スクールの充実  

◼  これまでの取組  

◆  「 学 校 運 営 協 議 会 」に お い て 、こ ど も の 意 見 を 活 か し た 活 動 を 計

画 し 、実 践 し た り 、大 人 も こ ど も も「 自 分 事 」と し て 捉 え 、参 画

す る 環 境 づ く り を 重 点 課 題 と し た ア ク シ ョ ン プ ラ ン を 策 定 し た

り す る な ど 、 地 域 と と も に あ る 学 校 づ く り を 推 進 し ま し た 。  

◆  各 学 校 で は 、地 域 連 携 担 当 者 を 中 心 と し た 全 教 職 員 体 制 で 地 域 連

携 教 育 に 関 わ る 雰 囲 気 づ く り や 実 働 的 な 組 織 づ く り に 取 り 組 み

ま し た 。  

◆  学 校 運 営 協 議 会 委 員 や 地 域 住 民 、保 護 者 の 方 が 、コ ミ ュ ニ テ ィ ・

ス ク ー ル に 関 す る 基 本 的 な 情 報 や 知 識 を 共 有 し 、協 議 す る 研 修 会

を 行 い ま し た 。  
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基本方針③ コミュニティ・スクールの充実 

推進  
方向  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

児 童 生 徒 の 地 域 ボ ラ ン テ ィ

ア 参 加 者  
16,130 人  7,000 人  6,307 人  ※  

地 域 住 民 の 来 校 者 数  69,208 人  40,000 人  33,903 人  ※  

地 域 や 社 会 の た め に 何 を す

べ き か を 考 え る 児 童 生 徒 の

割 合  

小 学 校 47.6%  

中 学 生 43.5％  

60.0%  

70.0%  

61.0％  

58.0％  
※  

※ 学 校 教 育 課 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  地 域 と 学 校 の 連 携 ・ 協 働 体 制 の 構 築 の 取 組 で あ る コ ミ ュ ニ テ ィ ・

ス ク ー ル と 地 域 学 校 協 働 活 動 の 一 体 的 な 取 組 は 全 体 と し て 進 ん

で い る 一 方 で 、 学 校 種 間 で 差 が 生 じ て い ま す 。  

・  地 域 が 持 続 的 に 発 展 し て い く た め に 、そ の 地 域 へ の 愛 着・誇 り を

持 ち 、地 域 の 課 題 解 決 に 主 体 的 に 参 加 す る 人 材 を 育 成 す る 必 要 が

あ る た め 、今 後 も コ ミ ュ ニ テ ィ・ス ク ー ル と し て の 取 り 組 み を 推

進 し て い く こ と が 必 要 で す 。  

・  保 護 者 や 地 域 住 民 に コ ミ ュ ニ テ ィ・ス ク ー ル を も っ と 知 っ て も ら

う た め に 、 広 報 活 動 の 充 実 が 必 要 で す 。  

 

6  地域学校協働活動 4の充実  

◼  これまでの取組  

◆  「 や ま ぐ ち 型 地 域 連 携 教 育 5 」 の 要 と な る 地 域 学 校 協 働 活 動 推 進

員 6 を 全 １ ３ 中 学 校 区 に 配 置 し 、 推 進 員 に 対 す る 研 修 会 等 の 開 催

や 地 域 人 材 が 学 校 と 交 流 す る 機 会 を 提 供 し 活 動 を 支 援 し ま し た 。 

◆  教 育 の 基 本 と な る 家 庭 の 教 育 力 を 向 上 さ せ る た め 、多 様 な 地 域 人

材 で 構 成 さ れ た 家 庭 教 育 支 援 チ － ム 7の 活 動 を 支 援 し ま し た 。  

◆  「 や ま ぐ ち 型 地 域 連 携 教 育 」の 仕 組 み を 生 か し 、中 学 校 区 単 位 で

学 校 等 と 連 携 し な が ら 家 庭 教 育 支 援 活 動 を 行 う「 や ま ぐ ち 型 家 庭

教 育 支 援 チ ー ム 」 の 立 ち 上 げ を 支 援 し ま し た 。  

◆  放 課 後 子 供 教 室 と 児 童 ク ラ ブ の 連 携 を 推 進 し 、一 体 型 教 室 数 の 拡

大 に 取 り 組 み ま し た 。  

 

 
4  地 域 学 校 協 働 活 動 ： 地 域 の 高 齢 者 、 成 人 、 学 生 、 保 護 者 、 P TA な ど 幅 広 い 地 域 住 民 の 参 画 を 得 て 、 地 域

全 体 で こ ど も の 学 び や 成 長 を 支 え る と と も に 「 学 校 を 中 心 と し た 地 域 づ く り 」 を め ざ し て 、 地 域 と 学 校 が

相 互 に 連 携 ・ 協 働 し て 行 う 様 々 な 活 動 の こ と 。  
5  や ま ぐ ち 型 地 域 連 携 教 育 ： コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル が 核 と な り 、 各 中 学 校 区 で 地 域 の ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成

し 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連 携 ・ 協 働 す る こ と に よ り 、 社 会 総 が か り で こ ど も た ち の 学 び や 育 ち を 見 守 り 支

援 す る 取 組  
6  地 域 学 校 協 働 活 動 推 進 員 ： 地 域 と 学 校 と の 情 報 共 有 や 協 働 活 動 の 助 言 を 行 う 人 材 と し て 各 中 学 校 区 に 配 置

し 、 校 区 内 の 小 ・ 中 学 校 の 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 等 の 連 携 を 支 援 す る  
7  家 庭 教 育 支 援 チ ー ム :  子 育 て 経 験 者 を は じ め 地 域 の 多 様 な 人 材 で 構 成 す る グ ル ー プ で 、 子 育 て 講 座 や 相 談

会 を 開 催 す る な ど 保 護 者 の 支 援 を 行 う 。  
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基本方針③ コミュニティ・スクールの充実 

推進  
方向  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

放 課 後 子 供 教 室 と 児 童 ク ラ

ブ の 一 体 型 教 室 ※ 数  
15 教 室  18 教 室  17 教 室  ※  

放 課 後 子 供 教 室 の 協 働 活 動

サ ポ ー タ ー 数  
380 人  450 人  383 人  ※  

家 庭 教 育 支 援 チ ー ム 数  4 チ ー ム  6 チ ー ム  7 チ ー ム  ※  

※ 生 涯 学 習 課 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  学 校・家 庭・地 域 の 連 携・協 働 を 持 続 的 に 進 め る う え で 地 域 人 材

の 確 保 や ス キ ル ア ッ プ が 求 め ら れ て お り 、活 動 の 支 援 に 加 え て 新

た な 人 材 の 発 掘 や 育 成 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で す 。  

・  放 課 後 子 供 教 室 を 担 う 協 働 活 動 サ ポ ー タ ー の 高 齢 化 が 進 ん で い

る こ と か ら 、幅 広 い 経 験 を 有 す る 新 た な 地 域 人 材 の 確 保 を 進 め て

い く こ と が 必 要 で す 。  

 

7  青少年の健全育成  

◼  これまでの取組  

◆  市 主 催 事 業 等 へ の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 参 加 呼 び か け な ど を 行 い 、児

童 生 徒 の ボ ラ ン テ ィ ア 参 加 機 会 の 拡 大 に 取 組 み ま し た 。  

◆  大 田 原 自 然 の 家 の 主 催 事 業 の PR 等 、施 設 利 用 者 数 増 加 の 支 援 を

実 施 し ま し た 。ま た 、休 校 中 の 中 須 中 学 校 へ の 移 転 を 決 定 し 、準

備 を 進 め て い ま す 。  

◆  青 少 年 を 取 り 巻 く 環 境 が 健 全 な も の と な る よ う 、定 期 的 な 環 境 浄

化 活 動 を 実 施 し ま し た 。  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

小 学 生 、中 学 生 、高 校 生 等 の

ボ ラ ン テ ィ ア ・ 地 域 活 動 へ

の 参 加 者 数  

17,876 人  20,000 人  6,911 人  ※ １  

大 田 原 自 然 の 家 利 用 者 数  8,705 人  8,000 人  7,774 人  ※ １  

青 少 年 の イ ン タ ー ネ ッ ト ト

ラ ブ ル 件 数  
25 件  減 少 さ せ る  22 件  ※ ２  

※ 1 生 涯 学 習 課 調 べ  

※ 2 周 南 警 察 署 管 内 山 口 県 警 察 本 部 調 べ よ り  
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基本方針④ 信頼と期待に応える教育環境の充実・整備 

推進  
方向  

◼  今後の課題など  

・  ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等 へ の 積 極 的 な 参 加 ・ 参 画 の 機 会 を 提 供 し
拡 充 す る と と も に 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等 を 通 し 、 児 童 生 徒 が
自 身 の 成 長 を 実 感 す る 契 機 と な る よ う 、 支 援 を 行 う こ と が 必
要 で す 。  

・  大 田 原 自 然 の 家 の 移 転 後 も 、 そ の 事 業 継 承 施 設 に お い て 、 自
然 体 験 を 活 か し た 多 様 な プ ロ グ ラ ム の 提 供 や 次 代 を 担 う 若 者
の 育 成 な ど 、 よ り 良 い 青 少 年 健 全 育 成 を 推 進 す る こ と が 必 要
で す 。  

・  特 に イ ン タ ー ネ ッ ト で 青 少 年 が ト ラ ブ ル に 遭 う こ と を 防 ぐ た
め 、 青 少 年 及 び そ の 保 護 者 も 対 象 に 、 啓 発 活 動 を 行 っ て い く
こ と が 必 要 で す 。  

 

基本方針④  信頼と期待に応える教育環境の充実・整備  

8  児童生徒の『生き抜く力』を育成する生徒指導体制の  

充実と教職員の人材育成  

◼  これまでの取組  

◆  不 登 校 や い じ め に 対 し 、き め 細 か な 生 徒 指 導 や 、福 祉 や 心 理 の 専

門 家 と 連 携 し た 相 談 体 制 を 構 築 し て き ま し た 。  

◆  不 登 校 傾 向 に あ る 児 童 生 徒 が 、安 心 し て 学 習 や 活 動 を 行 う こ と が

で き る よ う 、教 育 支 援 セ ン タ ー に お い て 、児 童 生 徒 一 人 ひ と り の

状 況 に 応 じ た き め 細 か な 対 応 で 自 立 を 促 し 、学 校 復 帰 を 支 援 し て

き ま し た 。  

◆  若 手 教 職 員 を 対 象 に 、危 機 管 理・危 機 対 応 に つ い て の 理 解 を 深 め 、

日 々 の 業 務 の 中 で の 学 校 危 機 に 対 す る 対 応 力 を 高 め る 研 修 を 実

施 し て き ま し た 。  

◆  教 育 研 究 セ ン タ ー に よ る 教 職 員 の キ ャ リ ア ス テ ー ジ に 応 じ た 研

修 会 の 開 催 や ICT を 活 用 し た 学 習 指 導 に 関 す る 支 援 や 助 言 を 通

じ 、 教 職 員 の 資 質 向 上 を 図 り ま し た 。  

◆  長 期 休 業 期 間 中 の 学 校 閉 庁 日 の 設 定 や 夜 間 の 留 守 番 電 話 対 応 、学

校 事 務 系 校 務 支 援 シ ス テ ム （ T-Net） や 統 合 型 校 務 支 援 シ ス テ ム

の 導 入 等 、教 職 員 の 働 き 方 改 革 に 努 め て お り 、教 職 員 の 時 間 外 在

校 時 間 等 は 着 実 に 減 少 し ま し た 。  
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基本方針④ 信頼と期待に応える教育環境の充実・整備 

推進  
方向  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

児 童 生 徒 1,000 人 当 た り の

不 登 校 児 童 生 徒 数  

小 学 校 4.7 人  

中 学 校 29.0 人 
減 少 さ せ る  

20 .1 人  

56 .4 人  
※ １  

小 ・ 中 学 校 に お け る い じ め

の 解 消 率  

小 学 校 82.2％  

中 学 校 76.6％  

100%に 近 づ

け る  

51.72％  

59.15%  
※ １  

「 い じ め は ど ん な 理 由 が あ

っ て も い け な い こ と だ 」 と

思 っ て い る 児 童 生 徒 の 割 合  

小 学 校 96.7％  

中 学 校 96.6％  

100%に 近 づ

け る  

97％  

96.1％  
※ ２  

学 校 運 営 充 実 の た め の 自 己

点 検 シ ー ト（ 県 教 委 作 成 ）Ⅰ

-3「 学 校 安 全・危 機 管 理 」の

評 価 平 均 （ 5 点 満 点 ）  

3.8 点  4.3 点  3.7 点  ※ １  

※ 1 学 校 教 育 課 調 べ  

※ 2 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 小 学 6 年 生 ・ 中 学 3 年 生 対 象 ）（ 文 部 科 学 省 ） よ り  

◼  今後の課題など  

・  不 登 校 児 童 生 徒 数 は 増 加 傾 向 に あ り 、抱 え る 問 題 に つ い て も 不 登

校 や い じ め だ け で な く 、家 庭 環 境 の 問 題 等 、複 雑 か つ 多 岐 に わ た

っ て お り 、解 決 に 向 け た 支 援 も 長 期 間 に わ た る ケ ー ス が 多 く 、よ

り 細 や か な 支 援 が 必 要 と な り ま す 。  

・  こ ど も を 取 り 巻 く 家 庭 や 地 域 社 会 の 在 り 方 が 大 き く 変 容 す る 中 、

学 校 に お け る い じ め 等 の 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 が 多 様 化 、複 雑 化 し

て お り 、教 育 支 援 セ ン タ ー に よ る 支 援 や 学 校 運 営 協 議 会 の 活 用 な

ど 、 組 織 力 や 危 機 対 応 能 力 の 強 化 が 求 め ら れ ま す 。  

・  教 職 員 の 資 質 能 力 の 向 上 を 図 る た め 、デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 を 含 め

た 教 職 員 研 修 の 高 度 化 を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。  

・  引 き 続 き 、教 職 員 の 働 き 方 改 革 を 推 進 し 、こ ど も に 向 き 合 う 時 間

の 確 保 や 業 務 に 集 中 で き る 環 境 づ く り が 必 要 で す 。  

 

9  望ましい教育環境の充実・整備  

◼  これまでの取組  

◆  国 の「 GIGA ス ク ー ル 構 想 8」や 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 へ

の 対 応 を 契 機 と し て 、児 童 生 徒 １ 人 １ 台 端 末 や 各 教 室 へ の 大 型 デ

ィ ス プ レ イ や 無 線 LAN 環 境 整 備 な ど 、 学 校 の ICT 環 境 は 高 度 化

が 飛 躍 的 に 進 み ま し た 。  

◆  通 学 路 の 安 全 確 保 の た め 、学 校 及 び 家 庭・地 域・関 係 機 関 が 連 携

し た 、「 周 南 市 通 学 路 安 全 推 進 会 議 」 を 設 置 し 、 合 同 点 検 の 実 施

や 危 険 箇 所 の 対 策 等 の 検 討 な ど を 毎 年 実 施 し て い ま す 。  

 

 
8  G IG A ス ク ー ル 構 想 :  多 様 な 子 供 た ち を 誰 一 人 取 り 残 す こ と な く 、  子 供 た ち 一 人 ひ と り に 公 正 に 個 別 最

適 化 さ れ 、 資 質 ・ 能 力 を 一 層 確 実 に 育 成 で き る 教 育 IC T 環 境 の 実 現 を 目 指 す 国 の 構 想 の こ と  
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基本方針④ 信頼と期待に応える教育環境の充実・整備 

◆  令 和 ２ 年 度 ま で に 、市 内 小 学 校 全 て の 普 通 教 室 へ の 空 調 整 備 が 完

了 し ま し た 。  

◆  ト イ レ の 洋 式 化 率 が 約 ２ ０ ％ 上 昇 し 、快 適 な 教 育 環 境 の 充 実 に 繋

が り ま し た 。  

◆  定 期 的 な 安 全 点 検 を 実 施 し 、児 童 生 徒 の 安 全 確 保 に 努 め る こ と が

で き ま し た 。  

◆  「 周 南 市 学 校 施 設 等 長 寿 命 化 計 画 」を 策 定 し 、予 防 保 全 型 の 計 画

的 な 改 修 を 進 め る と と も に 、特 別 な 支 援 を 要 す る 児 童 生 徒 に も 配

慮 し た 施 設 改 善 に 取 り 組 み 、安 心 安 全 な 教 育 環 境 の 整 備 を 進 め ま

し た 。  

◆  和 田 中 学 校 に つ い て 、保 護 者 か ら の 申 し 出 を 受 け 、保 護 者 や 地 域

住 民 と の 協 議 を 重 ね た 結 果 、令 和 ２ 年 度 末 で 廃 校 と し 、富 田 中 学

校 へ 統 合 し ま し た 。  

◆  令 和 ３ 年 度 か ら は 、高 校 生 の 一 般 奨 学 金 の 公 立 私 立 の 区 分 を 撤 廃

し て 選 択 制 に す る と と も に 、卒 業 後 ３ 年 間 、周 南 市 内 に 定 住 す る

こ と に よ り 償 還 が 免 除 と な る 定 住 促 進 奨 学 金 に つ い て 、従 来 の 月

額 １ 万 円 に 加 え て 月 額 ２ 万 円 を 新 設 、 拡 充 し ま し た 。  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

小 中 学 校 の ト イ レ の 洋 式 化

率  
35.6％  50.0%  58.7%  ※ １  

小 中 学 校 の す べ て の 普 通 教

室 へ の 大 型 デ ィ ス プ レ イ 等

導 入 率  

41.2％  100%  100%  ※ ２  

※ 1 教 育 政 策 課 調 べ  ※ 2 学 校 教 育 課 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  全 て の 児 童 生 徒 が 、 ICT 活 用 を 「 当 た り 前 」 で 「 日 常 的 」 な も の

と し て 利 用 で き る よ う 、引 き 続 き 整 備 し た 環 境 の 維 持 管 理 を 適 切

に 行 う と と も に 、今 後 、ま す ま す 多 様 化 す る 教 育 的 ニ ー ズ や 技 術

動 向 へ の 対 応 を 踏 ま え 、計 画 的 に 機 器 や シ ス テ ム の 更 新 、拡 充 を

図 る こ と が 必 要 で す 。  

・  引 き 続 き「 周 南 市 通 学 路 安 全 推 進 会 議 」で 、関 係 機 関 と 連 携 を 図

り な が ら 、 通 学 路 の 整 備 な ど の 安 全 対 策 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。 

・  近 年 の 猛 暑 に よ る 熱 中 症 対 策 の た め 、図 書 室 、理 科 室 、音 楽 室 等

の 特 別 教 室 に お い て も 空 調 設 備 が 必 要 で す 。  

・  本 市 の 学 校 施 設 は 、築 後 ３ ０ 年 を 経 過 し た 建 物 が ７ 割 を 超 え て お

り 、 長 寿 命 化 計 画 に 基 づ く 老 朽 化 対 策 が 喫 緊 の 課 題 で す 。  

・  少 子 化 の 進 展 に よ り 各 学 校 の 児 童 生 徒 は 更 に 少 な く な り 、中 山 間

地 域 だ け で な く 市 街 地 に お い て も 適 正 な 規 模 に よ る 十 分 な 教 育

効 果 が 期 待 で き な く な る こ と が 想 定 さ れ る た め 、学 校 の 在 り 方 に

つ い て 、教 育 効 果 や 効 率 化 、地 域 の 核 と し て の 役 割 な ど 、多 角 的

な 面 か ら の 検 討 が 必 要 で す 。  
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基本方針⑤ いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現 

推進  
方向  

推進  
方向  

10   安心・安全な学校給食の提供  

◼  これまでの取組  

◆  徹 底 し た 安 全 管 理 、栄 養 バ ラ ン ス へ の 配 慮 、地 産 地 消 等 に よ る 献

立 の 工 夫 、 食 育 の 推 進 な ど に 取 り 組 み ま し た 。  

◆  老 朽 化 し た ２ つ の 給 食 セ ン タ ー に 替 わ る 施 設 と し て 、新 た に「 新

南 陽 学 校 給 食 セ ン タ ー 」を 整 備 し 、市 内 ６ か 所 の 学 校 給 食 セ ン タ

ー を 運 営 し て 児 童 生 徒 の 心 身 の 健 康 な 成 長 に 資 す る 安 心・安 全 で

お い し い 学 校 給 食 の 提 供 に 努 め ま し た 。  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

地 産 地 消 実 施 率  

◆  重 量 ベ ー ス （ 主 要 １

１ 品 目 に 占 め る 県 内

産 青 果 取 扱 重 量 ）  

◆  品 目 ベ ー ス （ 全 品 目

中 に 占 め る 県 内 産 品

目 数 ）  

22.9％  

 

 

67.14％  

30.0%  

 

 

70.0%  

27.97％  

 

 

65.5%  

※  

学 校 給 食 費 収 納 率（ 現 年 度 ） 99.76％  99.80%  99.37%  ※  

※ 学 校 給 食 課 調 べ  
 

◼  今後の課題など  

・  安 心・安 全 で お い し い 学 校 給 食 を 提 供 す る た め に は 、良 質 な 食 材

を 安 定 供 給 で き る よ う に 、新 た な 地 場 産 品 の 納 品 ル ー ト を 確 保 す

る な ど 、生 産 者 や 市 場 関 係 者 と 連 携 し 、地 産 地 消 実 施 率 を 向 上 さ

せ る こ と が 求 め ら れ ま す 。  

・  地 元 産 の 食 材 を 使 用 し た 郷 土 料 理 を 献 立 に 取 り 入 れ る な ど 、給 食

を 生 き た 教 材 と し て 活 用 し 、 食 育 に 繋 げ て い く こ と が 必 要 で す 。 

・  児 童 生 徒 が 食 へ の 理 解 を 深 め る こ と で 、「 食 品 ロ ス 」 の 低 減 に 向

け た 取 組 が 必 要 で す 。  

・  食 物 ア レ ル ギ ー を 有 す る 児 童 生 徒 の 増 加 や ア レ ル ギ ー の 原 因 と

な る 食 材 の 複 雑 化 な ど 、一 人 ひ と り の 正 確 な 情 報 を 把 握 し 、安 心・

安 全 な 給 食 の 提 供 が 求 め ら れ ま す 。  

 

基本方針⑤  いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現  

11  生涯学習活動の推進  

◼  これまでの取組  

◆  市 民 セ ン タ ー 等 や 学 び ・ 交 流 プ ラ ザ に お い て 、 主 催 講 座 の 開 催 、

活 動 の 場 の 提 供 な ど に よ り 、市 民 の 生 涯 学 習 活 動 を 支 援 し ま し た 。 

◆  地 域 に お い て 生 涯 学 習 活 動 推 進 の 要 と な る 生 涯 学 習 主 事（ 市 民 セ

ン タ ー 主 事 ）ス キ ル ア ッ プ 研 修 の 開 催 や 、地 域 人 材 や 学 校 と の 交
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基本方針⑤ いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現 

推進  
方向  

流 の 機 会 を 提 供 し 、人 材 育 成 に 取 り 組 む と と も に 、市 民 セ ン タ ー

等 が 主 催 す る 講 座 な ど に お い て 、多 様 な 学 習 機 会 を 提 供 し て き た 。 

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

市 民 セ ン タ ー 等 及 び 学 び ・

交 流 プ ラ ザ で の 生 涯 学 習 講

座 開 催 件 数  

217 件  250 件  261 件  ※ 1  

し ゅ う な ん 出 前 ト ー ク 利 用

件 数  
423 件  450 件  309 件  ※ 2  

学 び サ ポ ー タ ー ※ 登 録 者 数  55 人  100 人  53 人  ※ 2  

※ 1 生 涯 学 習 課 調 べ  
※ 2 学 び ・ 交 流 プ ラ ザ 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  人 生 １ ０ ０ 年 時 代 、 超 ス マ ー ト 社 会 の 到 来 、 DX 9  の 急 速 な 進
展 な ど 、 急 速 な 変 化 を 続 け る 社 会 に お い て 、 個 人 の 価 値 観 や
ラ イ フ ス タ イ ル が 変 化 し 、 学 習 ニ ー ズ が 多 様 化 す る 中 、 市 民
一 人 ひ と り が よ り 豊 か な 人 生 を 送 る た め に 、「 い つ で も 」「 ど
こ で も 」 生 涯 を 通 じ て 学 習 す る こ と が で き る 機 会 の 充 実 と と
も に 、 学 習 を 通 し て 身 に 付 け た 知 識 や 能 力 を 発 揮 す る 機 会 の
拡 充 や 生 涯 学 習 の 担 い 手 と な る 人 材 育 成 が 求 め ら れ て い ま
す 。  

 

12   生涯にわたり、スポーツ活動に親しむ環境の整備  

◼  これまでの取組  

◆  ス ポ ー ツ 協 会 等 と 連 携 し 、年 齢・性 別・障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 、

誰 も が 気 軽 に ス ポ ー ツ 活 動 を 楽 し め る ス ポ ー ツ イ ベ ン ト を 開 催

し ま し た 。  

◆  大 津 島 ポ テ ト マ ラ ソ ン や く ま げ 鶴 の 里 ウ ォ ー ク 大 会 等 、地 域 の 特

色 を 活 か し た ス ポ ー ツ イ ベ ン ト を 開 催 し ま し た 。  

◆  ス ポ ー ツ 協 会 や 各 種 競 技 団 体 と 連 携 し 、コ ロ ナ 禍 に お い て も 大 会

を 誘 致 し 、ト ッ プ レ ベ ル の プ レ ー を「 み る 」環 境 を 提 供 し ま し た 。  

◆  PFI 1 0手 法 を 用 い た「 周 南 緑 地 整 備 管 理 運 営 事 業 」を 展 開 し 、陸 上

競 技 場 の 全 天 候 型 へ の 改 修 や 、新 水 泳 場 整 備 を は じ め と す る 周 南

緑 地 の ス ポ ー ツ 環 境 の 充 実 に 取 り 組 み ま し た 。  

 

 

 
9  DX ： デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 略 。 学 校 に お い て は 、 教 育 デ ー タ や デ ジ タ ル 技 術 を 利 活 用 す

る こ と で 、 教 育 手 法 や 手 段 、 教 職 員 の 事 務 作 業 な ど を 変 革 す る こ と 。  
1 0  PF I（ Pr i va te  F inance  In i t i a t i ve ）： 民 間 資 金 等 活 用 事 業 と も 呼 ば れ 、 公 共 施 設 な ど の 建 設 、

維 持 管 理 、 運 営 に 、 民 間 の 資 金 と 経 営 能 力 ・ 技 術 力 を 活 用 し 、 公 共 サ ー ビ ス の 提 供 を 民 間 主 導 で
行 う こ と で 、 効 率 的 か つ 効 果 的 な 公 共 サ ー ビ ス の 提 供 を 図 る と い う 考 え 方 で す  
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基本方針⑤ いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現 

推進  
方向  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

し ゅ う な ん ス ポ ー ツ フ ェ ス

タ 参 加 者 数  
4,000 人  5,000 人  12,000 人  ※  

中 国 大 会 以 上 の 大 規 模 大 会

誘 致 数  
34 件  45 件  29 件  ※  

※ ス ポ ー ツ 振 興 課 （ 平 成 30 年 度 時 点 文 化 ス ポ ー ツ 課 ） 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  老 朽 化 が 進 む ス ポ ー ツ 施 設 を 今 後 も 安 全 で 快 適 に 利 用 す る た め

に 、PFI 事 業 の 対 象 外 の 施 設 に つ い て も 計 画 的 な 改 修 や 大 規 模 改

修 が 必 要 で す 。  

・  部 活 動 の 地 域 移 行 に 伴 い 、中 学 生 が 将 来 に わ た り ス ポ ー ツ 活 動 に

継 続 し て 親 し み 、楽 し む こ と が で き る 機 会 を 、し っ か り 確 保 す る

必 要 が あ り ま す 。  

・  市 民 誰 も が 、生 涯 に わ た っ て ス ポ ー ツ に 親 し み 、ス ポ ー ツ を 支 え

る 活 動 に 参 画 で き る よ う 、多 様 な ニ ー ズ に 応 え ら れ る 新 た な 環 境

整 備 が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

13   文化芸術活動の推進  

◼  これまでの取組  

◆  周 南 市 文 化 振 興 財 団 と 連 携 し 、文 化 会 館 や 美 術 博 物 館 等 に お い て 、

質 の 高 い 舞 台 芸 術 や 展 覧 会 等 の 鑑 賞 機 会 の 提 供 な ど に 取 り 組 み

ま し た 。  

◆  「 周 南 市 美 術 展 」や 、地 元 で 活 躍 す る 作 家 の 近 作 を 紹 介 す る 秀 作

美 術 展 「 し ゅ う な ん ア ー ト ・ ナ ウ 」、 市 民 芸 術 文 化 祭 へ の 支 援 な

ど 、 市 民 の 文 化 芸 術 活 動 の 発 表 機 会 の 提 供 に 取 り 組 み ま し た 。  

◆  全 国 発 信 事 業 の「 林 忠 彦 賞 」の 実 施 を 支 援 し 、写 真 文 化 の 振 興 に

取 り 組 み ま し た 。  

◆  指 定 管 理 者 制 度 を 活 用 し 、文 化 芸 術 の 拠 点 と な る 施 設 を 効 果 的 に

管 理 運 営 す る と と も に 、施 設 の 長 寿 命 化 を 図 る た め 計 画 的 な 施 設

改 修 に 取 り 組 み ま し た 。  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

市 美 術 展 の 出 品 点 数  340 点  340 点  260 点  ※  

文 化 会 館 使 用 率  73.4％  75%  6 5 .8 %  ※  

※ 文 化 振 興 課 （ 平 成 30 年 度 時 点 文 化 ス ポ ー ツ 課 ） 調 べ  
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基本方針⑤ いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現 

推進  
方向  

◼  今後の課題など  

・  中 学 校 部 活 動 の 地 域 移 行 や 文 化 芸 術 の 担 い 手 の 高 齢 化 、価 値 観 の

多 様 化 を 踏 ま え 、広 く 市 民 の 文 化 芸 術 活 動 を 支 え る 制 度 や 組 織 体

制 の 再 構 築 な ど 、文 化 芸 術 振 興 を 推 進 す る 仕 組 み の 拡 充 が 必 要 で

す 。  

・  市 民 の 文 化 芸 術 鑑 賞 や 発 表 の 場 を 提 供 す る 文 化 芸 術 の 拠 点 施 設

に つ い て 、施 設 の 整 備 や 改 修 、市 民 ニ ー ズ に 応 え る 機 能 の 維 持 や

強 化 が 必 要 で す 。  

・  引 き 続 き 、市 民 の 主 体 的 な 文 化 芸 術 活 動 の 支 援 と 、質 の 高 い 文 化

芸 術 の 鑑 賞 機 会 の 提 供 、文 化 芸 術 の 拠 点 と な る 施 設 の 整 備 や 計 画

的 な 改 修 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。  

・  市 民 に よ る 多 彩 な 文 化 芸 術 の 創 造 や 伝 統 文 化 の 継 承 な ど 、次 世 代

へ の 働 き か け や 多 様 な 文 化 芸 術 に 触 れ る 機 会 を 充 実 さ せ る こ と

が 必 要 で す 。  

 

14   文化財の保護と活用  

◼  これまでの取組  

◆  本 市 の 歴 史 や 文 化 を 伝 え る 文 化 財 に つ い て 、調 査 や 保 護 を 進 め て

国 の 登 録 文 化 財 と し た ほ か 、山 田 家 本 屋 の 屋 根 葺 き 替 え な ど 文 化

財 の 適 切 な 管 理 に 取 り 組 み ま し た 。  

◆  特 別 天 然 記 念 物「 八 代 の ツ ル お よ び そ の 渡 来 地 」の 保 護 と 環 境 保

全 を 図 る と と も に 、鹿 児 島 県 出 水 市 か ら の 保 護 ツ ル 移 送・放 鳥 事

業 に 取 り 組 み ま し た 。  

◆  公 共 施 設 の 再 配 置 に よ り 有 休 施 設 を 民 俗 資 料 館 と し て 活 用 し 、郷

土 の 歴 史 や 民 俗 に つ い て 学 ぶ 機 会 の 提 供 を 再 開 し ま し た 。  

◆  回 天 記 念 館 に お い て 、戦 争 の 悲 惨 さ 、平 和 の 尊 さ 、命 の 大 切 さ に

つ い て 考 え る 機 会 を 提 供 し ま し た 。  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

文 化 財 指 定 登 録 件 数  106 件  108 件  109 件  ※  

民 俗 資 料 展 示 施 設 の 学 校 見

学 及 び 出 張 講 座 の 参 加 児 童

数  

530 人  600 人  195 人  ※  

ツ ル の 渡 来 数  9 羽  増 加 さ せ る  ７ 羽  ※  

※ 文 化 振 興 課 （ 平 成 30 年 度 時 点 生 涯 学 習 課 ） 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  ナ ベ ヅ ル や 伝 統 芸 能 な ど 郷 土 の 特 色 あ る 歴 史 や 文 化 を 伝 え る 文

化 資 源 に つ い て 、活 用 を 図 る と と も に 次 世 代 へ 継 承 す る た め 、調

査 や 保 護 、多 様 な 文 化 資 源 に 触 れ る 機 会 の 充 実 や 人 材 育 成 が 必 要

で す 。  
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基本方針⑤ いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現 

推進  
方向  

・  文 化 財 を 総 合 的 に 把 握 し て 保 存 と 活 用 を 促 進 す る た め「 文 化 財 保

存 活 用 地 域 計 画 」 の 策 定 が 必 要 で す 。  

・  回 天 記 念 館 で の 平 和 発 信 の 取 り 組 み を 含 め た 本 市 の 特 色 あ る 文

化 資 源 に つ い て 、地 域 づ く り や 地 域 経 済 へ 貢 献 す る よ う 文 化 資 源

の 発 掘 や デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 な ど「 文 化 観 光 」の 推 進 が 必 要 で す 。 

 

15   読書が育むひとづくり・まちづくり  

◼  これまでの取組  

◆  多 様 化 す る ニ ー ズ に 的 確 に 対 応 す る た め 、資 料 収 集 に 努 め ま し た 。 

◆  非 来 館 型 サ ー ビ ス で あ る 「 周 南 市 電 子 図 書 館 」 を 開 始 し ま し た 。 

◆  家 庭 で の 読 書 を 促 す「 う ち ど く コ ン テ ス ト 」を 継 続 実 施 し ま し た 。 

◆  学 校 図 書 館 の 支 援 に 努 め る と と も に 、市 内 す べ て の 小 中 学 生 が 電

子 図 書 館 を 利 用 で き る よ う に し ま し た 。  

◆  利 用 者 サ ー ビ ス の 向 上 と 図 書 館 活 動 の 充 実 を 図 る た め 、周 南 公 立

大 学 と の 連 携 を 開 始 し ま し た 。  

◆  大 人 か ら こ ど も ま で 親 し ま れ る 行 事 や 講 座 を 開 催 し ま し た 。  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

市 立 図 書 館 の 個 人 利 用 者 数  318,890 人  350,000 人  271,397 人  ※  

う ち ど く コ ン テ ス ト 参 加 家

族 数  
885 組  1,400 組  585 組  ※  

子 ど も 向 け 行 事 参 加 者 数  2,709 人  3,500 人  3,667 人  ※  

※ 中 央 図 書 館 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  余 暇 活 動 の 多 様 化 や デ ジ タ ル 化 の 進 展 な ど か ら 、図 書 館 利 用 者 は

減 少 傾 向 に あ り ま す が 、電 子 図 書 館 な ど 、時 代 の ニ ー ズ を 取 り 入

れ な が ら 、誰 も が 親 し み や す く 、利 用 し や す い 図 書 館 サ ー ビ ス を

継 続 的 に 提 供 す る 必 要 が あ り ま す 。  

・  読 書 は こ ど も の 成 長 に 欠 く こ と の で き な い も の で あ り 、こ ど も が

読 書 に 親 し む 環 境 づ く り が 必 要 で す 。  
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基本方針⑤ いきいきと学び続ける生涯学習社会の実現 

推進  
方向  

推進  
方向  

16   人権教育の推進  

◼  これまでの取組  

◆  「 山 口 県 人 権 推 進 指 針 」「 周 南 市 人 権 行 政 基 本 方 針 」 の 趣 旨 に 沿

っ て 、学 校 、地 域 社 会 、企 業 ・ 職 場 に お い て 人 権 教 育 を 総 合 的 に

推 進 し ま し た 。  

◆  学 校 に お い て は 、教 職 員 に 向 け た 人 権 意 識 、指 導 力 の 向 上 の た め

の 研 修 の 実 施 を 通 じ 、こ ど も た ち 一 人 ひ と り が 充 実 し た 学 校 生 活

を 送 る こ と が で き る よ う 環 境 を 整 え 、お 互 い を 尊 重 す る 指 導 を 行

い ま し た 。  

◆  地 域 社 会 に お い て は 、様 々 な 人 権 課 題 を テ ー マ に 、各 地 域 で の「 ハ

ー ト フ ル 人 権 セ ミ ナ ー 」や 、地 域 の リ ー ダ ー を 育 成 す る「 人 権 ス

テ ッ プ ア ッ プ セ ミ ナ ー 」を 実 施 す る と と も に 、市 内 １ ０ ブ ロ ッ ク

で の 人 権 講 演 会 等 の 開 催 を 支 援 し ま し た 。  

◆  企 業・職 場 に お い て は 、周 南 市 企 業 職 場 人 権 教 育 連 絡 協 議 会 を 中

心 に 、自 主 的 な 人 権 研 修 会 を 実 施 す る と と も に 、企 業・職 場 へ の

講 師 派 遣 、 人 権 啓 発 DVD 等 の 貸 出 を 行 い ま し た 。  

◆  オ リ ジ ナ ル 動 画「 お ウ チ で 学 ぶ 人 権 講 座 」３ 本 立 て を 市 ホ ー ム ペ

ー ジ で 配 信 し 、 市 民 の 自 主 的 な 学 習 活 動 を 支 援 し ま し た 。  

◼  成果指標  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

ハ ー ト フ ル 人 権 セ ミ ナ ー へ

の 新 規 参 加 者 の 割 合  
48.9％  55.0%  59.2％  ※  

ブ ロ ッ ク 別 人 権 講 演 会 等 参

加 者 の 年 間 延 べ 人 数  
3,135 人  3,500 人  3,349 人  ※  

※ 人 権 教 育 課 調 べ  

◼  今後の課題など  

・  イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で の 人 権 侵 害 を は じ め 、こ ど も 、高 齢 者 、障 害

者 、外 国 人 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ な ど 様 々 な 課 題 が 多 様 化・複 雑 化

す る 中 で 、人 権 尊 重 の 視 点 を 踏 ま え た 一 層 の 教 育・啓 発 の 推 進 が

求 め ら れ て い ま す 。  

・  人 権 講 座 や 研 修 会 で は 、参 加 者 が 固 定 化・高 齢 化 の 傾 向 に あ る こ

と か ら 、新 規 の 参 加 者 を は じ め 、よ り 多 く の 市 民 が 参 加 し や す い

実 施 手 法 の 検 討 や 内 容 の 充 実 ・ 見 直 し を 行 う 必 要 が あ り ま す 。  

 

17   まちづくりを担うひとづくり  

◼  これまでの取組  

◆  市 民 一 人 ひ と り が 学 び を 通 じ て 自 己 の 人 格 を 磨 き 、豊 か な 人 生 を

送 る こ と を 支 援 す る た め 、積 極 的 な 情 報 提 供 や 現 代 社 会 の ニ ー ズ

に 合 っ た 講 座 の 開 催 し 、生 涯 学 習 の 拠 点 で あ る 学 び・交 流 プ ラ ザ

を 中 心 に 市 民 セ ン タ ー 等 と 連 携 し 生 涯 学 習 活 動 の 機 会 を 提 供 し

ま し た 。  
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◆  学 び・交 流 プ ラ ザ に お い て 、定 期 利 用 団 体 を は じ め と す る 多 数 の

団 体 や 個 人 に 自 主 的・継 続 的 な 学 習 活 動 の 場 を 提 供 す る と と も に 、

講 座 受 講 生 か ら な る「 学 び サ ポ ー タ ー 」の 実 践 活 動 と な る 講 座 を

開 催 し た 。  

◼  成果指標の検証  

指 標  
平 成 30 年 度  

（ ２ ０ １ ８ 年 度 ）  

令 和 6 年 度 目 標  

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  

令 和 5 年 度 実 績 

（ ２ ０ ２ ３ 年 度 ）  

 

（ 推 進 方 向 6 再 掲 ） 放 課 後

子 供 教 室 の 協 働 活 動 サ ポ ー

タ ー 数  

380 人  450 人  383 人   

（ 推 進 方 向 6 再 掲 ） 家 庭 教

育 支 援 チ ー ム 数  
4 チ ー ム  6 チ ー ム  7 チ ー ム   

（ 推 進 方 向 7 再 掲 ）小 学 生 、

中 学 生 、 高 校 生 等 の ボ ラ ン

テ ィ ア ・ 地 域 活 動 へ の 参 加

者 数  

17,876 人  20,000 人  6,911 人   

（ 推 進 方 向 11 再 掲 ）市 民 セ

ン タ ー 等 及 び 学 び ・ 交 流 プ

ラ ザ で の 生 涯 学 習 講 座 開 催

件 数  

217 件  250 件  261 件   

（ 推 進 方 向 11 再 掲 ）し ゅ う

な ん 出 前 ト ー ク 利 用 件 数  
423 件  450 件  309 件   

（ 推 進 方 向 11 再 掲 ）学 び サ

ポ ー タ ー ※ 登 録 者 数  
55 人  100 人  53 人   
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第３期教育大綱策定にかかるアンケート回答一覧 

第３期教育大綱策定にかかるアンケート回答一覧  

第 ３ 期 教 育 大 綱 策 定 の 基 礎 資 料 と す る た め 、 令 和 ６ 年 ４ 月 か ら
６ 月 に か け て 、 小 学 生 ・ 中 学 生 ・ １ ５ 歳 以 上 の 市 民 を 対 象 と し た
ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し ま し た 。  

※ 自 由 記 述 の 内 容 は ご 回 答 い た だ い た 原 文 の ま ま 掲 載 し て お り
ま す 。  

アンケート対象：小学 5 年生（WEB アンケート）  

回答率 94%（915 名/971 名）  

 

質問①毎日の学校生活で、いちばん楽しいと感じるときはいつですか？  

 

自由記述の内容  

先 生 や 、 み ん な と 会 う 時 間 ・ 社 会 見 学 や 修 学 旅 行 ・ 友 達 と 喋 っ た り 遊 ん だ

り す る 時 ・ 1 人 で 居 る 時 間 ・ 授 業 の 理 科 ・ 放 課 後 ・ テ ス ト で 満 点 を と っ た

時 ・ 水 泳 ・ 全 部 ・ み ん な と い る 時 ・ 友 達 と 遊 べ る 時 （ ク ラ ス が 別 だ っ た か

ら ） 寂 し い ・ 下 校 の 時 だ け ・ 家 に 帰 っ て ゲ ー ム ・ 読 書 を し て い る と き ・ 友

達 や 先 生 と 話 す ・ 昼 休 み ・ 吹 奏 楽 部 ・ 歌 う と き ・ な い 理 由 は 学 校 が 嫌 い だ

か ら ・ 家 ・ 体 育 ・ め っ ち ゃ 楽 し い と 思 え な い  

 

質問②あなたはふだん地いきの大人とどのように接していますか？  

 

43%

18%

9%

8%

7%

4%
4%

4% 2%1% 休み時間

運動会（うんどうかい）など、行事（ぎょ
うじ）の時間

クラブ活動（かつどう）

委員会（いいんかい）や係（かかり）の活
動（かつどう）

給食（きゅうしょく）の時間

授業（じゅぎょう）時間

登校（とうこう）・下校（げこう）のとき

40%

28%

12%

11%

7% 1% 1%
出会（であ）ったときはあいさつをしている

交通安全（こうつうあんぜん）のため、登下
校中（とうげこうちゅう）に見守（みま
も）ってもらっている

地いきの行事（ぎょうじ）がある時には参加
（さんか）している

よいことをして、ほめられたことがある

スポーツ活動（かつどう）や文化活動（ぶん
かかつどう）などの指導（しどう）をしても
らっている
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アンケート対象：小学 5 年生（WEB アンケート） 

自由記述の内容  

気 持 ち く 挨 拶 を 返 し て く れ る ・ あ っ た こ と が な い ・ あ わ な い ・ 特 に な い ・

し て い な か っ た ・ い つ も 接 し て い な い ・ 車 で 登 校 す る の で 関 わ っ て な い ・

な い ・ 挨 拶 し た く て も 言 え な く て 会 釈 し か で き な い ・ 出 会 っ た 時 に 話 し か

け ら れ る 時 が あ る ・ 誰 と 行 く か 聞 か れ た こ と が あ り ま す 登 下 校 時 あ と と う

げ こ う い が い に で あ っ た ら あ い さ つ し ま し た あ と と う げ こ う い が い に で あ

っ た ら あ い さ つ し ま し た ・ 全 て  

 

質問③あなたは SDGs について、知っていますか？  

 

質問④普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、テレビゲ

ーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォン

のゲームを含む）をしますか？   

 

 

  

42%

41%

9%

8% SDGsという言葉（ことば）は聞いたことが

あるが、内容（ないよう）はよく知らない

いくつかの目標（もくひょう）を知ってい

て、内容（ないよう）もあるていど知ってい

る

SDGsという言葉（ことば）を今回（こんか

い）のアンケートではじめて知った

17の目標（もくひょう）をすべて知ってい

て、内容（ないよう）を人に説明（せつめ

い）できる

27%

19%

18%

15%

15%

6%

1時間以上（いちじかんいじょう）2時間よ

り少ない（にじかんよりすくない）

2時間以上（にじかんいじょう）3時間より

少ない（さんじかんよりすくない）

4時間以上（よじかんいじょう）

3時間以上（さんじかんいじょう）4時間よ

り少ない（よじかんよりすくない）

1時間より少ない（いちじかんよりすくな

い）

まったくしない
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アンケート対象：小学 5 年生（WEB アンケート） 

質問⑤スマートフォンやタブレット、ゲーム機などについて、いやなこと

やトラブルなど、次のようなことがありましたか？  

 

自由記述の内容  

先 に 終 わ ら す と 弟 が ゲ ー ム に 夢 中 に な っ て 宿 題 が で き な く な る ・ ス プ ラ 3

で 煽 ら れ た ・ 先 に ゲ ー ム を し て し ま う と ゆ う 事 が あ る ・ ス マ ホ な ど を 持 っ

て い な い ・ ゲ ー ム プ レ イ の 悪 口 を 言 わ れ た ・ 私 は 、 ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ

レ ッ ト を 使 わ な い か ら 、 ト ラ ブ ル は な い か ら ・ 煽 ら れ た ・ 知 ら な い 人 に 悪

口 を 書 か れ た ・ 東 方 異 形 鏡 を み て 怖 く な っ た こ と が あ り ま す こ と が あ り ま

す あ と ア ン チ を さ れ て い る 人 が い て 可 哀 想 だ な と み て い る と コ メ ン ト で ア

ン チ が コ レ を み て る 人 を ぴ ー と ひ ど く う っ て て こ こ ろ が き ず つ き ま し た ・

ゲ ー ム で 煽 っ て き た り 、 暴 言 を 吐 か れ た り し た ・ 視 力 が ち ょ っ と 悪 く な っ

た ・ 切 断 し ま く っ た  

 

質問⑥学校の授業以外で、学校図書館・図書室をどのくらい利用していま

すか？  

 

 

74%

7%

4%

4%

2%

2%

2%

1%

3%

1%

0%

0%

とくにない

寝不足（ねぶそく）になった

一緒（いっしょ）に遊（あそ）んでいる友
だちとゲームのことでけんかをした

スマートフォンやタブレット、通信型（つ
うしんがた）ゲーム機（き）を使用（しよ
う）していないのでわからない
課金（かきん）しすぎた（お金をつかいす
ぎた）

スマートフォンやタブレット、通信型（つ
うしんがた）ゲーム機（き）をさわってい
ないと落（お）ち着（つ）かなくなった
だれかが自分（じぶん）の悪口（わるく
ち）などを書（か）きこんだ

生活（せいかつ）リズムが乱（みだ）れ
て、宿題（しゅくだい）などができなく
なった
その他

21%

18%

16%

14%

11%

11%

9%
週に1回（しゅう1かい）ぐらい利用している

一か月に2~3回ぐらい利用している

とくに利用していない

一年に数回（すうかい）ぐらい利用している

一カ月に1回ぐらい利用している

週に2回（しゅう2かい）ぐらい利用している

週に3回以上（しゅう3かいいじょう）利用し
ている
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アンケート対象：小学 5 年生（WEB アンケート） 

質問⑦あなたの住んでいる地いきに、友達と遊べる場所がありますか？  

 
 

質問⑧学校外で遊ぶ時間はどれくらいありますか？  

 

自由記述の内容  

児 童 あ ま り 遊 べ な い ・ あ る の は あ る け ど 遊 ば な い ・ 習 い 事 で 毎 日 遊 ぶ こ と

は で き て い な い が 、 友 達 と LINE し た り 、 ビ デ オ 電 話 は か け た り し て い

る 。・ 少 し あ る 時 も あ れ ば 、 な い 時 も あ る 。 日 に よ っ て 違 う 。・ そ も そ も 外

に 出 な い 。・ あ る 時 と な い 時 が あ る ・ 遊 べ る 日 も あ る し 、 遊 べ な い 日 も あ

る 。 遊 べ る 日 は 少 し 短 い で す 。・ な い ・ 公 園 で 遊 ぶ こ と が な い 。・ さ そ っ て

く れ た ら 行 く ・ た ま に た く さ ん 時 間 あ る ・ 時 に よ る ・ 平 日 は あ ま り 無 い が

休 日 は だ い た い あ る  

 

質問⑨不安や悩みがあるときに、相談する相手はいますか？  

 

 

88%

7% 4% 1%

ある

分からない

ない

その他

45%

26%

23%

4% 2%

だいたい時間（じかん）はある

たくさん時間（じかん）はある

あまり時間（じかん）はない

まったく時間（じかん）がない

その他

82%

18%

いる

いない
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アンケート対象：小学 5 年生（WEB アンケート） 

質問⑩家族と過ごす時間はありますか？  

 

自由記述の内容  

自 分 は あ る が 、 父 、 母 、 姉 、 に 時 間 が な い ・ 一 緒 に 住 ん で い る ・ 時 に よ る  

 

質問⑪この一年間で、放課後や休日に、つぎのような活動をしたことがあ

りますか？  

 

  

59%

32%

7% 1% 1%

たくさん時間（じかん）はある

だいたい時間（じかん）はある

あまり時間（じかん）はない

その他

まったく時間（じかん）がない

40%

18%

11%

11%

8%

8%
2%

2%

スポーツ：体そう、ジョギング、水泳
（すいえい）など

家庭科（かていか）や技術的（ぎじゅつ
てき）なもの：料理（りょうり）、工作
（こうさく）など

芸術（げいじゅつ）：音楽（おんが
く）、美術（びじゅつ）など

教養的（きょうようてき）なもの：書道
（しょどう）、語学（ごがく）など

自然体験（しぜんたいけん）：キャン
プ・農業体験（のうぎょうたいけん）な
ど

ボランティア活動（かつどう）・地域
（ちいき）でのほうし活動（かつどう）
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アンケート対象：小学 5 年生（WEB アンケート） 

質問⑫今後、放課後や休日にどのような活動をしてみたいですか？  

 

 

質問⑬日常生活やインターネット上（SNS もふくみます）で、差別や悪口

など人権問題と感じられることを見たり、聞いたりしたことはあります

か？  

 

 

質問⑭あなたは給食の量についてどう思いますか？  

 

 

23%

20%

15%

12%

10%

8%

7%
5%

スポーツ：体そう、ジョギング、水泳（すいえ
い）など

家庭科（かていか）や技術的（ぎじゅつてき）な
もの：料理（りょうり）、工作（こうさく）など

自然体験（しぜんたいけん）：キャンプ・農業体
験（のうぎょうたいけん）など

芸術（げいじゅつ）：音楽（おんがく）、美術
（びじゅつ）など

ボランティア活動（かつどう）・地域（ちいき）
でのほうし活動（かつどう）

伝統芸能（でんとうげいのう）・伝統文化（でん
とうぶんか）：神楽（かぐら）、茶道（さど
う）、華道（かどう）など
社会問題（しゃかいもんだい）：かんきょう問題
（もんだい）、人権（じんけん）・平和（へい
わ）など
教養的（きょうようてき）なもの：書道（しょど
う）、語学（ごがく）など

45%

20%

19%

13%
3%

まったく見たり聞いたりすることはない

ほとんど見たり聞いたりすることはない

たまに見たり聞いたりする

どんな事（こと）が人権問題（じんけんもんだ

い）なのかよくわからない

とても多（おお）く見たり聞いたりする

69%

19%

12%

ちょうどよい

多い

少ない
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アンケート対象：小学 5 年生（WEB アンケート） 

質問⑮あなたは給食を食べる時間をどう思いますか？  

 

 

質問⑯あなたは、周南市の特産品（タコ、ハモなど）を使った給食をどう

思いますか？  

 

 

質問⑰あなたが給食を残すときは、どんな理由ですか？  

 

  

65%

28%

7%

ちょうどよい

短い

長い

48%

23%

19%

10% 特産品（とくさんひん）をよく知っていて、

おいしいと思う。

特産品（とくさんひん）にあまり興味（きょ

うみ）がない。

もっと特産品（とくさんひん）を使った給食

（きゅうしょく）の機会（きかい）をふやし

てほしい
特産品（とくさんひん）がどんなものかよく

知らない

44%

21%

20%

10%
5%

残（のこ）すことはない

量（りょう）が多いから

きらいな献立（こんだて）だから

時間（じかん）が短（みじか）いから

その他
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アンケート対象：小学 5 年生（WEB アンケート） 

自由記述の内容  

た ま に 残 す 時 が あ る 気 持 ち 悪 く な っ た り す る か ら ・ 食 欲 が 無 い か ら ・ 放 送

に 行 っ て い た か ら ・ 食 べ た 頃 に は 、 13 時 10 分 ぐ ら い の 時 が あ っ た （ 残 し

た 時 ）・ 体 調 が 悪 い 時 が あ っ た か ら ・ 口 の 中 が 痛 い 時 ・ 里 芋 が あ る か ら ・ 吐

き 気 が す る な ど 具 合 が 悪 く な っ た り 、 ア レ ル ギ ー な ど で 残 し た こ と が あ

る ・ 時 間 が 少 な く 量 が 多 い か ら ・ 牛 乳 が 嫌 い だ か ら ・ ADHD で そ の 自 分 の

担 当 の 医 師 か ら こ の 薬 飲 ん で と 言 わ れ て そ の 薬 の 副 作 用 で 食 欲 が 落 ち る 物

だ か ら ・ 食 欲 が な い か ら ・ 時 間 内 に 食 べ 切 れ な か っ た か ら ・ 友 達 と い っ し

ょ に 食 べ た く な い ・ 量 が 多 く て 時 間 に 間 に 合 わ な い か ら ・ 歯 の 矯 正 を し て

い て も ち や か た い も の を お 医 者 さ ん に 「 食 べ て は い け な い 」 と 言 わ れ て い

る か ら ・ ボ ー と し て し ま う ・ 減 ら し て ほ し い と 、 い う 人 が 居 る か ら ・ 委 員

会 ・ お 腹 の 調 子  

 

質問⑱あなたは公共の図書館をどのくらい利用していますか？  

 

 

質問⑲図書館を利用しない理由をえらんでください。  

 

自由記述の内容  

小 説 と 絵 本 し か な い か ら ・ 利 用 し て い ま す 。・ ひ っ こ し で 来 た ば か り だ か

ら ・ 分 か ら な い か ら ・ 日 曜 日 に 時 々 本 を 借 り て い る ・ 全 て ・ 徳 山 駅 前 図 書

館 に 行 っ て い る か ら ・ 行 く の が め ん ど く さ い ・ 行 こ う と 思 う こ と が あ ま り

な い か ら ・ 読 み た い 本 を か っ て く れ な い か ら ・ 連 れ て っ て く れ な い ・ 公 共

図 書 館 が ま ず ど こ に あ る か 分 か ら な い  

 

46%

25%

20%

8% 1% ほとんど利用（りよう）したことがない

一年（いちねん）で何日（なんにち）か利用

（りよう）している

一カ月（いっかげつ）で何日（なんにち）か利

用（りよう）している

一週間（いっしゅうかん）で何日（なんにち）

か利用（りよう）している

ほぼ毎日（まいにち）利用している

18%

16%

16%14%

11%

11%

8%
6%

行く時間（じかん）がないから

興味（きょうみ）がないから

読（よ）みたい本がないから

図書館（としょかん）が遠い（とおい）から

ほしい本は買っているから

学校図書館（がっこうとしょかん）を利用（りよ
う）しているから

読書（どくしょ）がきらいだから

その他
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アンケート対象：中学 2 年生（WEB アンケート） 

質問⑳あなたは「うちどくコンテスト」を知っていますか？  

 

質問㉑うちどくコンテストに参加したことはない理由はなんですか？  

 

自由記述の内容  

本 は 一 人 で 静 か に 読 み た い ・ 本 は 好 き だ け ど い つ も 夏 休 み と か で 宿 題 が 多

く て や る 気 が 出 な い  

 

アンケート対象：中学 2 年生（WEB アンケート）  

回答率 96%（1042 名 /1091 名）  

 

質問①毎日の学校生活で、一番楽しいと感じるときはいつですか？  

 

74%

16%

10%

しらない

しっているが、参加（さんか）したことはない

しっていて、参加（さんか）したことがある

46%

33%

19%
2%

興味（きょうみ）がない

とりくむ時間がない

やりかたが分からない

その他

46%

18%

18%

7%

3%
2%3% 3% 0% 0%

休み時間

運動会などの行事

クラブ活動

登下校のとき

給食時間

授業時間

楽しいと感じるときはない

その他

委員会活動・係活動

そうじ時間
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アンケート対象：中学 2 年生（WEB アンケート） 

自由記述の内容  

下 校 時 ・ 下 校 の と き ・ 行 事 で 部 活 紹 介 な ど を す る と き ・ 部 活 ・ ほ ぼ す べ

て ・ 部 活 動 ・ 友 達 と 話 し て い る 時 ・ 友 達 と 話 し て る と き ・ 友 達 と 話 し た り

遊 ん だ り す る 時 。・ 生 徒 会 ・ 友 達 と 仲 良 く 楽 し く 話 し た 時 ・ 全 部 ・ 保 体 ・ 学

校 生 活 自 体 が 楽 し い ・ 帰 り の 会 ・ 好 き な 先 生 と 話 す 時  

 

質問②あなたはふだん地域の大人とどのように接していますか？  

 

自由記述の内容  

ス ポ 少 で 出 会 っ て 野 球 を す る ・ 何 も し て い な い ・ 声 を か け ら れ た 時 だ け 挨

拶 を し て い る 。・ 接 し た こ と が な い ・ 話 す こ と が な い ・ 何 も し な い ・ あ ま り

外 に 出 な い か ら 、 地 域 の 人 に 会 わ な い ・ 不 快 感 を 与 え な い よ う に 気 を 使 っ

て い る 。  

 

質問③あなたは SDGs について、知っていますか？  

 

 

  

50%

17%

12%

11%

8% 2% 0% 出会ったときはあいさつをしている

交通安全のため、登下校中に見守っても

らっている

地域の行事がある時には参加している

よいことをして、ほめられたことがある

スポーツ活動や文化活動などの指導をし

てもらっている

危険なことをして、しかられたことがあ

る

その他

63%

33%

2%2%

いくつかのゴール（目標）を知ってお

り、内容もある程度知っている

SDGsという言葉は聞いたことがあるが、

内容はよく知らない

17のゴール（目標）を全て知っていて、

内容を人に説明できる

SDGsという言葉を今回のアンケートで初

めて知った
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アンケート対象：中学 2 年生（WEB アンケート） 

質問④月曜日から金曜日、1 日あたりどれくらいの時間、テレビゲームを

しますか？  

 

 

質問⑤スマートフォンやタブレット、ゲーム機などについて、いやなこと

やトラブルなど、次のようなことがありましたか？  

 

自由記述の内容  

ど こ か の 誰 か に 煽 ら れ た ・ 煽 ら れ た ・ 住 所 が バ レ た ・ 視 力 が A か ら B に 落

ち た 。・ 知 ら な い 人 と つ な が っ た  

 

  

28%

24%19%

17%

9%
3%

2時間以上3時間より少ない

1時間以上2時間より少ない

3時間以上4時間より少ない

4時間以上

1時間より少ない

全くしない

64%

15%

5%

3%

3%

2%
2%

2%
2% 2% 0%

0%

特にない

寝不足になった

生活リズムが乱れて、宿題等ができなくなった

スマートフォンやタブレット、通信型ゲーム機を
触っていないと落ち着かなくなった

一緒に遊んでいる友達とゲームのことでけんかを
した

課金しすぎた（お金を使いすぎた）

自分の写真や情報が勝手に流された

誰かが自分の悪口などを書き込んだ

スマートフォンやタブレット、通信型ゲーム機を
使用していないのでわからない

誰かが自分になりすました

誰かから無理やり課金（お金を使う）を指示され
た

その他
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アンケート対象：中学 2 年生（WEB アンケート） 

質問⑥学校の授業以外で、学校図書館・図書室をどのくらい利用していま

すか？  

 

 

質問⑦あなたの住んでいる地いきに、友達と遊べる場所がありますか？  

 

 

質問⑧学校外で遊ぶ時間はどれくらいありますか？  

 

自由記述の内容  

平 日 は 全 く 時 間 が な い 、 休 日 ・ 祝 日 は た く さ ん 時 間 が あ る ・ 学 校 外 で 遊 ば

な い ・ 休 日 だ と あ る が 平 日 は 、 あ ま り 無 い ・ 日 に よ っ て 違 う が 、 だ い た い

時 間 は あ る ・ 学 校 外 で は 遊 ば な い ・ 土 日 だ け あ る ・ そ も そ も あ ま り 友 達 と

学 校 外 で 遊 ば な い ・ 遊 ぶ 気 が な い ・ 時 と 場 合 に よ る   

 

 

35%

25%

13%

11%

7%

5% 4%

特に利用していない

年に数回ぐらい利用している

月に1回ぐらい利用している

月に2~3回ぐらい利用している

週1回ぐらい利用している

週3回以上利用している

週2回ぐらい利用している

80%

10%

8% 2%

ある

ない

分からない

その他

44%

36%

14%

5% 1%

だいたい時間はある

あまり時間はない

たくさん時間はある

全く時間がない

その他
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アンケート対象：中学 2 年生（WEB アンケート） 

質問⑨不安や悩みがあるときに、相談する相手はいますか？  

 

 

質問⑩家族と過ごす時間はありますか？  

 

 

質問⑪過去 1 年間に、放課後や休日に、次のような活動をしたことがあり

ますか ?  

 

 

91%

9%

いる

いない

50%

42%

7% 1% 0%
だいたい時間はある

たくさん時間はある

あまり時間はない

全く時間がない

その他

38%

18%

14%

12%

8%

7% 2%
1%

スポーツ（体操、ジョギング、水泳など）

家庭科や技術的なもの（料理、工作など）

芸術（音楽、美術など）

ボランティア活動・地域での奉仕活動

教養的なもの（書道、語学など）

自然体験（キャンプ・農業体験など）

伝統芸能・伝統文化（神楽、茶道、華道な

ど）
社会問題（環境問題、人権・平和など）
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アンケート対象：中学 2 年生（WEB アンケート） 

質問⑫今後、放課後や休日にどのような活動をしてみたいですか？  

 

 

質問⑬日常生活やインターネット上（SNS もふくみます）で、差別や悪口

など人権問題と感じられることを見たり、聞いたりしたことはあります

か？  

 

 

質問⑭あなたは給食の量についてどう思いますか？  

 

  

29%

17%

16%

12%

10%

7%
5% 4%

スポーツ（体操、ジョギング、水泳など）

家庭科や技術的なもの（料理、工作など）

自然体験（キャンプ・農業体験など）

芸術（音楽、美術など）

ボランティア活動・地域での奉仕活動

伝統芸能・伝統文化（神楽、茶道、華道など）

教養的なもの（書道、語学など）

社会問題（環境問題、人権・平和など）

42%

26%

18%

10%
4%

たまに見たり聞いたりする

ほとんど見たり聞いたりすることはない

まったく見たり聞いたりすることはない

とても多く見たり聞いたりする

どんな事が人権問題なのかよくわからない

65%

24%

11%

ちょうどよい

多い

少ない
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アンケート対象：中学 2 年生（WEB アンケート） 

質問⑮あなたは給食を食べる時間をどう思いますか？  

 

 

質問⑯あなたは、周南市の特産品（タコ、ハモなど）を使った給食をどう

思いますか？  

 

 

質問⑰あなたが給食を残すときは、どんな理由ですか？  

 

 

  

57%

36%

7%

ちょうどよい

短い

長い

43%

25%

21%

11%

特産品をよく知っていて、おいしいと思

う。

特産品にあまり関心がない。

どのようなものが特産品か知らない

もっと特産品を使った給食の機会を増やし

てほしい

45%

23%

17%

12%
3%

残すことはない

量が多いから

嫌いな献立だから

時間が短いから

その他



  

-33- 
 

アンケート対象：中学 2 年生（WEB アンケート） 

質問⑱あなたは公共の図書館をどのくらい利用していますか？  

 

 

質問⑲図書館を利用しない理由をえらんでください。  

 

自由記述の内容  

平 日 は 全 く 時 間 が な い 、 休 日 ・ 祝 日 は た く さ ん 時 間 が あ る ・ 学 校 外 で 遊 ば

な い ・ 休 日 だ と あ る が 平 日 は 、 あ ま り 無 い ・ 日 に よ っ て 違 う が 、 だ い た い

時 間 は あ る ・ 学 校 外 で は 遊 ば な い ・ 土 日 だ け あ る ・ そ も そ も あ ま り 友 達 と

学 校 外 で 遊 ば な い ・ 遊 ぶ 気 が な い ・ 時 と 場 合 に よ る  

 

質問⑳あなたは「うちどくコンテスト」を知っていますか？  

 

 

  

43%

36%

16%

4% 1%

ほとんど利用したことがない

一年で何日か利用している

一カ月で何日か利用している

一週間で何日か利用している

ほぼ毎日利用している

24%

24%

14%

13%

13%

8%
3%1%

行く時間がないから

興味がないから

読みたい本がないから

ほしい本は買っているから

図書館が遠いから

読書がきらいだから

学校図書館を利用しているから

その他

74%

16%

10%

知らない

知っているが、参加したことはない

知っていて、参加したことがある



  

-34- 
 

アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問㉑うちどくコンテストに参加したことはない理由はなんですか？  

 

 

アンケート対象： 15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート）  

回答率 37%（742 名/2000 名）  

 

小中学校教育において以下の事柄の重要性についてお尋ねします。  

（質問①～⑦）  

質問①教科の基礎・基本を身につけること  

 

 

質問②体力づくりや運動能力の向上  

 
 

  

79%

20%
1%

興味がない

やり方が分からない

その他

85%

13%
2% 0%

とても重要だと思う

どちらかといえば重要だと思う

それほど重要とは思わない

重要ではない

71%

27%

2% 0%

とても重要だと思う

どちらかといえば重要だと思う

それほど重要とは思わない

重要ではない
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問③あいさつや服装など、礼儀や規律を身に付けること  

 

 

質問④人権を大切にし、いじめや差別がないこと  

 

 

質問⑤思いやりや命の大切さなどの心の教育を行うこと  

 

 

  

84%

15%
1% 0%

とても重要だと思う

どちらかといえば重要だと思う

それほど重要とは思わない

重要ではない

92%

7% 1% 0%

とても重要だと思う

どちらかといえば重要だと思う

それほど重要とは思わない

重要ではない

94%

6% 0% 0%

とても重要だと思う

どちらかといえば重要だと思う

それほど重要とは思わない

重要ではない
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問⑥行事の企画・運営に対する、子どもたちの積極的な参加  

 

 

質問⑦受験や就職に役立つ知識や技能を身に付けること  

 

 

質問⑧今後の学校教育において重要な視点だと思うものを選択してくださ

い。  

 

49%

40%

10% 1%

どちらかといえば重要だと思う

とても重要だと思う

それほど重要とは思わない

重要ではない

47%

42%

10% 1%

とても重要だと思う

どちらかといえば重要だと思う

それほど重要とは思わない

重要ではない

13%

12%

12%

9%
8%

8%

8%

8%

5%

5%

4%
3%

3%

2% 0%

道徳教育

いじめ・不登校に対するサポートの充実

人権教育

学校と家庭・地域との連携

スポーツ活動の推進・体力づくり

学校設備の充実（空調やトイレ・遊具など）

教職員の働き方改革

情報を適切に活用する能力の育成（情報リテ
ラシー教育）

家庭教育支援

学校設備の充実（ICT環境）

コミュニティ・スクール

地元の高等教育機関・企業との連携

学校の再編整備による適正規模の確保

小中一貫校の取組

その他
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問⑨日常生活やインターネット上（SNS を含む）で差別や悪口など人権

問題と感じられることを見聞きしたことはありますか？  

 

 

質問⑩地域と学校が協働して取り組む活動のうち、子どもたちにとって必

要な活動は何だと思いますか？  

 

自由記述の内容  

子 ど も と 老 人 と の ふ れ あ い 。 老 人 ホ ー ム へ の 慰 問 ・ 特 別 支 援 や 学 童 等 の 分

業 ・ 掃 除 や ボ ラ ン テ ィ ア ・ 地 域 の 課 題 に 対 す る 福 祉 へ の 子 供 の 地 域 活 動 ・ 3

年 後 に な く な る ク ラ ブ 活 動 の 継 承 ・ 外 国 人 宣 教 師 と の 接 触 を 禁 止 す る こ

と ・ 地 域 の 清 掃 等 ・ ボ ラ ン テ ィ ア し た い 人 へ の 教 育 研 修 が 必 要 で す ・ 学 校

田 や 畑 で の 作 物 づ く り 。 地 域 の 自 然 学 習 、 散 策 。・ 地 域 ボ ラ ン テ ア の 方 が 高

齢 化 し て お り PTA や 若 い 方 の 参 加 を 望 み ま す ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動   

 

  

50%

24%

21%

4% 1%

たまに見聞きする

頻繁に見聞きする

ほとんど見聞きすることはない

まったく見聞きすることはない

どんな事が人権問題かよくわからない

23%

19%

17%

16%

10%

8%

6% 1%

登下校時の見守りや通学路の環境整備など

放課後子供教室（安全な居場所づくり）

地域学習（地域の魅力発見）

地域行事やイベントへの参加

伝統文化の継承

家庭教育支援

地域住民による学習支援

その他
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問⑪地域と学校が協働して取り組む活動のうち、地域住民として取り組

みたい（取り組んだことがある）ものは何ですか？  

 

 

質問⑫過去 1 年間で、何らかのボランティア活動や地域活動に参加されま

したか？  

 

 

  

26%

25%
14%

13%

9%

6%
6% 1%

登下校時の見守りや通学路の環境整備など

地域行事やイベントへの参加

放課後子供教室（安全な居場所づくり）

地域学習（地域の魅力発見）

伝統文化の継承

地域住民による学習支援

家庭教育支援

その他

51%

33%

16%

ない

ある

1年以上前にある
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問⑬大規模校のメリットについて、重要と思われるものを選択してくだ

さい  

 

自由記述の内容  

多 様 な 人 と の 関 わ り 方 を 学 べ る ・ い じ め ら れ る 子 と い じ め る 子 を 離 し や す

い ・ 大 規 模 す ぎ て メ リ ッ ト を 感 じ な い ・ 今 の 時 代 で は 無 理 。・ 設 備 の 維 持 管

理 の 効 率 化 が 可 能 ・ 教 育 経 費 や 人 材 配 置 に お い て ス ケ ー ル メ リ ッ ト が 得 ら

れ る ・ 集 団 行 動 に 慣 れ る ・ い じ め に あ っ た 際 に 、 学 年 全 体 か ら 孤 立 す る 可

能 性 は 低 く な る ・ 1 学 級 30 名 程 度 だ と 指 導 者 の 力 が 十 分 出 せ る の で は な い

で し ょ う か ・ 自 分 に 合 う 友 人 に 出 会 え る 確 率 が 高 い ・ 部 活 の 数 が 多 い  設

備 が 充 実  い じ め 等 ク ラ ス 替 え の 時 対 応 で き る ・ 住 民 の 移 動 に よ り 人 数 に

バ ラ ツ キ は あ る 。・ 仮 に 学 級 担 任 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 支 障 が 出 た 場 合

で も 、 他 の 先 生 か ら そ の 子 に 合 っ た ア ド バ イ ス な ど が も ら え る 場 合 が あ る

か も    

 

質問⑭大規模校のデメリットについて、とくに問題となりやすいと思われ

るものを選択してください  

 

22%

19%

17%

13%

11%

9%

8% 1%

人間関係の幅が広がる

様々な意見に触れることが出来る

大人数での様々な活動ができ、集団行動の

教育効果が得やすい

切磋琢磨しながら力を伸ばしていくことが

出来る

多様な学習形態で授業を展開できる

競争意識が生まれやすい

他人との関わりの中で、責任感が育ちやす

い

その他

36%

15%14%

14%

11%

9% 1% 教員の目が行き届かなくなる

校庭や体育館での活動に制限が生じる

一人ひとりの活躍の場が少ない

人間関係が希薄になる

集団行動・行事に支障が出やすい

地域や保護者との関係が弱くなりやすい

その他
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

 

自由記述の内容  

通 学 距 離 が 長 く 負 担 が 大 き い ・ 自 分 は マ ン モ ス 校 に 通 っ て い た が 特 に 問 題

は 感 じ な い ・ 生 徒 本 人 の 志 次 第 と 思 う ・ 人 間 関 係 、 グ ル ー プ 形 成 ・ い じ め

が 多 く な り そ う 。 学 級 崩 壊 が 起 き や す そ う ・ 各 個 人 の 個 性 を 伸 ば し た り 、

個 人 に 対 す る 対 応 が 希 薄 に な り や す い 傾 向 が あ る ・ 学 級 数 に つ い て 20～ 25

名 ま で が 望 ま し い と 思 う ・ 非 行 の 規 模 も 比 例 し て 大 き く な る ・ 友 人 関 係 が

グ ル ー プ 化 す る ・ 悪 い 事 が 目 立 ち に く い ・ い じ め が 過 激 化 し て し ま い 、 学

校 ぐ る み で 隠 ぺ い さ れ や す い ・ 個 々 人 の 意 見 が 埋 没 し や す い ・ 一 人 ひ と り

に 時 間 を 割 け な い 。 様 々 な 問 題 が 放 置 さ れ 先 送 り に な る 。 教 員 の サ ー ビ ス

残 業 も 増 え る 。・ 通 学 方 法 ・ 一 人 に 対 し て 集 団 で 圧 を か け ら れ る 可 能 性 あ

り ・ い じ め や 差 別 等 を 見 落 と す こ と が 多 く な り そ う ・ 孤 立 し て し ま う 子 が

増 え る ・ 出 来 る 子 と 出 来 な い 子 の 差 が 広 が っ て も 対 策 し に く い ・ 教 員 自 身

の 学 習 時 間 が 十 分 と れ な く な る  

 

質問⑮小規模校のメリットについて、重要と思われるものを選択してくだ

さい  

 

自由記述の内容  

近 く に 学 校 が あ る の で 通 学 し や す い ・ 通 学 の 時 間 が 短 い ・ 先 生 の 質 の 低 下

が 著 し い ・ 保 護 者 の 意 見 が 訊 き や す い ・ 学 校 が 近 く て 良 い ・ 地 域 で 子 育 て

が で き る ・ 先 生 と 生 徒 と の 間 で 関 わ り が 増 え る ・ 孤 独 や 仲 間 は ず れ が 少 な

く な る ・ 子 ど も の 生 活 環 境 に な ど 、 お 互 い の 親 が 把 握 し や す い の で 問 題 が

生 じ た 場 合 も 動 き や す い  

 

  

23%

14%

14%13%

13%

12%

10% 1%

先生の目が行き届きやすく、きめ細かな学習指

導ができる
団結力が生まれやすい

児童生徒同士の相互理解が深まりやすい

保護者や地域との連携がとりやすい

個人の活躍の場が多い

異学年交流が活発になる

施設・設備の使用にゆとりがあり調整しやすい

その他
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問⑯小規模校のデメリットについて、とくに問題となりやすいと思われ

るものを選択してください  

 

自由記述の内容  

取 組 に よ り 変 え ら れ る ・ デ メ リ ッ ト な し ・ 施 設 の 維 持 管 理 が 難 し い ・ 登 校

班 が 作 り に く い ・ 設 備 ・ 施 設 に 無 駄 が 出 る ・ 外 部 の 同 世 代 と の 関 わ り が 得

に く い た め 積 極 性 に 支 障 を き た す ・ い じ め が あ っ た と き に 逃 げ 場 が な く な

る ・ 社 会 に 出 た と き に 対 応 で き な い 。・ い じ め に あ っ た 際 に 学 年 全 体 か ら 孤

立 す る 可 能 性 が 高 く な る ・ 生 徒 同 士 で 問 題 が 起 き た と き 、 同 調 圧 力 が 生 じ

る ・ 子 供 同 士 で 問 題 が 起 き た 場 合 、 逃 げ 場 が な い 。 い じ め が 固 定 し や す

い 。・ 何 事 も 悪 目 立 ち し て 、 逃 げ 場 が な い 。 先 生 に 相 談 し た く て も 相 談 で き

る 余 裕 が な い 。 み ん な 色 々 と 諦 め て い る 。・ グ ル ー プ が 少 な く て 好 き な 遊 び

が 出 来 な い 。  

 

質問⑰小学校の規模について、適正と思われる一学年当たりの学級（クラ

ス）数を選択してください  

 

 

  

23%

17%

15%

14%

12%

11%

7% 1%
交友関係が限定される

子ども同士で問題が起きたときに逃げ場がない

PTAなど保護者の負担が比較的大きい

クラス替えが少なくなる

競争の機会が少ない

学校行事に活気が出にくい

教職員の配置が少ない

その他

37%

24%

15%

15%

8% 1%

3クラス

2クラス

1クラス

分からない

4クラス以上

複式学級



  

-42- 
 

アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問⑱中学校の規模について、適正と思われる一学年当たりの学級（クラ

ス）数を選択してください  

 

 

質問⑲大学や専門学校などへの進学において、奨学金の利用を考えますか

（考えましたか）？  

 
 

質問⑳次のうち、利用しやすいと思われる奨学金を選んでください。  

 

 

  

37%

19%

17%

14%

13% 0%
3クラス

4クラス以上

分からない

1クラス

2クラス

複式学級

44%

33%

23%

利用したい（利用した）

利用したいとは思わない（利用しなかった）

分からない

32%

32%

16%

11%

9% 将来周南市に定住することで、返済が免

除される奨学金

返済する必要はないが、給付される金額

の小さい奨学金（給付型）

貸付型も給付型も両方利用したい

返済しなければならないが、借りられる

金額が大きい奨学金（貸付型）

将来教職に就くことで、返済が免除され

る奨学金
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問㉑過去 1 年間に、次の分野に関する生涯学習をしたことがあります

か？  

 

 

質問㉒生涯学習で学んだことをどのように活かしたいと思いますか？  

 

自由記述の内容  

生 涯 学 習 は 手 段 で は な く そ れ 自 体 が 目 的 ・ 旅 行 ・ 生 涯 学 習 を す る 時 間 が な

い ・ 年 齢 に 関 係 な く 学 ぶ こ と 、 努 力 す る こ と で 自 身 の ス キ ル ア ッ プ へ と つ

な げ 、 人 生 に 彩 を つ け る ・ 退 職 後 も 引 き 続 き 資 格 を 活 か し て 働 け る ・ 現 在

古 文 書 を 、 新 南 陽 図 書 館 、 遠 石 市 民 セ ン タ ー 、 オ ー プ ン カ レ ッ ジ で 講 座 を

持 っ て い ま す 。・ 次 世 代 へ の 教 育  

 

  

21%

19%

12%12%

8%

6%

5%

5%

4%
3% 3%2%

0% していない

健康・スポーツ

ボランティア活動

趣味的なもの

職業上必要な知識・技能

パソコン・インターネットに関すること

家庭生活に役立つ知識や技能

教養的なもの

自然体験活動

子育てに関すること

地域づくり

社会問題

その他

29%

24%
16%

9%

9%

7%
5% 1% 自分の人生を豊かにする

健康の維持や増進

家庭・日常の生活に活かす

現在の仕事や就職・転職

地域づくりやまちづくり活動

社会福祉活動

活かしていない

その他
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

質問㉓【この質問は生涯学習をしていない人のみ回答してください】生涯

学習をしなかった理由は何ですか？  

 
自由記述の内容  

車 い す 生 活 中 に て 移 動 不 便 ・ 病 気 の 為 ・ 高 齢 の た め ・ 体 が 不 自 由 ・ 生 涯 学

習 自 体 よ く 理 解 し て な い ・ 年 齢 的 な も の ・ 現 在 は 高 齢 の た め 参 加 が 難 し

い 。  

 

質問㉔今後、あなた自身や、他の市民が学ぶ必要があると思うテーマは何

ですか？  

 

自由記述の内容  

そ の 時 々 の 興 味 の 対 象 で あ れ ば テ ー マ は 問 わ ず ・ 資 産 運 用 ・ 英 語 ・ 分 か ら

な い ・ 外 国 人 問 題 、 50 年 以 内 に ア ジ ア 最 貧 国 に な る 日 本 に 対 し ど う す べ き

か 。・ 人 そ れ ぞ れ 置 か れ て い る 環 境 や 状 況 に よ っ て 求 め る テ ー マ は 違 う 。 大

切 な の は そ れ ぞ れ が 求 め る テ ー マ を 「 学 ぶ 機 会 が あ る 」 と い う こ と を 知 る

こ と が 身 近 に あ る か な い か だ と 思 い ま す 。・ 不 必 要 ・ 生 き て い る 間 、 色 々 な

こ と を 学 ぶ こ と が 必 要 だ と 思 い ま す 。・ 高 齢 者 の 交 流 又 は 学 習 会 等 が あ る と

20%

18%

15%8%

7%

6%

5%

5%

5%
5%

4%1%

1%
仕事が忙しく時間がない

特に理由はない

きっかけがない

家事・育児・介護などが忙しく時間がない

利用したい時間帯が合わない

参加したいと思う内容の講座等がない

必要な情報が入手できない

費用がかかる（かかりすぎる）

身近に学習できる場がない

学ぶ必要を感じない

一緒に学習する仲間がいない

適切な指導者がいない

その他

21%

12%

10%

9%
9%

8%

7%

6%

6%

4%
4% 3%1%

健康の維持や増進

地域活性化・まちづくり

人口減少や地球温暖化などの社会問題

子育て支援・家庭教育の向上

パソコン・インターネット

犯罪対策や消費者問題

学校教育・子どもの教育

就職（再就職）や職業能力の向上

文化芸術の振興や伝統文化の継承

人権・男女共同参画

スポーツの振興

国際交流や国際問題

その他
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

よ い で す 。・ 教 職 員 の 勤 務 外 の 負 担 の 軽 減 ・ 生 物 多 様 性 ・ 福 祉 や 法 律 ・ 社 会

教 育 学 （ 豊 か な 社 会 、 社 会 福 祉 の た め に は 労 働 人 口 増 加 が 必 須 、 子 育 て 支

援 の 必 要 性 ）・ 日 本 国 民 と し て 天 皇 家 に つ い て 学 ぶ こ と  

 

質問㉕生涯学習情報をどのように入手していますか？  

 

 

質問㉖これからの学校給食に最も大切な事柄は何だと思いますか？  

 

自由記述の内容  

こ ど も が 喜 ぶ メ ニ ュ ー ・ 小 学 校 給 食 お い し い と 言 っ て い ま す ！ い つ も あ り

が と う ！ ・ 原 状 を 将 来 的 安 定 的 維 持 す る こ と 。 食 材 費 高 、 人 員 不 足 に い か

に 対 応 し て い く か ・ 一 年 に 一 度 フ グ 料 理 （ か ら あ げ や 汁 物 だ け で も ）・ 給 食

費 は 多 少 高 く て も い い の で 、 食 品 添 加 物 を 使 用 し て い な い 食 品 を 使 う こ

と ・ 感 謝 の 気 持 ち を 持 っ て 食 べ る こ と ・ お い し さ ・ 誤 飲 な ど な い 適 正 な 食

べ 物 。 い ろ ん な 食 に 触 れ て 食 べ れ な く て も そ れ を 体 験 す る こ と ・ パ ン よ り

米 を 多 く す る べ き 、 米 の 時 は 牛 乳 は 合 わ な い 。 牛 乳 が 苦 手 な 子 に と っ て は

毎 日 が 苦 痛 と な る 。・ す べ て 国 産 原 料 使 用 。 食 品 添 加 物 不 使 用 。・ 食 料 自 給

率 を 上 げ る た め に パ ン を 廃 止 し 、 米 飯 の み に す る こ と で 米 作 農 家 を 守 る こ

と ・ 完 食 に こ だ わ ら な い よ う に し て あ げ て 欲 し い 。・ 全 て 国 産 、 添 加 物 な し

の 材 料 を 使 う こ と ・ 有 機 栽 培 さ れ た 安 心 安 全 の 材 料 を 使 用 す る こ と ・ フ ー

ド マ イ レ ー ジ に 配 慮 し た 安 全 で 新 鮮 な 周 南 ・ 山 口 県 の 食 材 を 活 か し た 料

40%

22%

11%

9%

6%

5%
4% 3%

0%
県・市の広報誌

家族、友人、知人、同僚など

SNSなど

インターネットのホームページなど

テレビ、ラジオ、ケーブルテレビ

新聞、ミニコミ紙など

市民センターだより、コミュニティだよりなど

チラシ、ポスターなど

生涯学習情報紙「ふぁいんど」

68%

18%

12%
2%

給食の質・量・栄養バランスの充実に努めること

アレルギー対応等の、健康面に不安を抱える子ど

もに配慮すること

市内産食材の活用や、各国料理を取り入れるなど

して、献立の幅を広げること

その他
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アンケート対象：15 歳以上の市民（WEB・郵送アンケート） 

理 ・ 安 心 ・ 安 全 ・ 国 産 ・ 給 食 時 間 を も う 少 し 長 く し て ゆ っ く り 食 べ て 欲 し

い  

質問内容㉗学校給食費の在り方についてはどう思いますか？  

 

自由記述の内容  

3 人 目 無 償 ・ 低 所 得 家 庭 に は 何 ら か の 配 慮 が あ れ ば よ い と 思 う ・ 保 護 者 が

負 担 す べ き だ が 、 市 が 負 担 し て く れ る な ら あ り が た い 。・ 家 庭 に 応 じ て 。 O

か 100 で な く て も よ い の で は ・ 多 少 値 上 げ し て も 仕 方 な い と 思 う （ 物 価 高

騰 し て い る の で ）・ 現 行 の 金 額 を 、 保 護 者 と 行 政 で 折 半 す る と 良 い と 思

う 。・ 物 価 高 騰 に 対 応 し や す く 、 子 ど も を 通 わ せ る 動 機 と す る た め 給 食 無 償

化 す べ き ・ 保 護 者 の 負 担 が 増 え て も 人 数 が 多 い ク ラ ス の 給 食 の 量 を 増 や し

て ほ し い 。・ 市 と 保 護 者 の 共 同 負 担 が 望 ま し い ・ 分 か ら な い ・「 負 担 す べ

き 」 で は な く 社 会 で 無 償 化 し て あ げ る と 良 い と 思 い ま す ・ お 金 を 出 し て 当

た り 前 だ と 思 い ま す 。 親 が 働 い て 得 た お 金 で 作 っ て い た だ い た 給 食 を 食 べ

れ て い る こ と に 感 謝 す る べ き だ 。 無 料 に し た ら 食 べ れ て 当 た り 前 に な る 。

食 べ れ る こ と は 他 国 で は 当 た り 前 で な い こ と が あ る こ と も 親 も 含 め て 教 え

る べ き 。・ 保 護 者 が 相 応 の 負 担 を す べ き と 思 う が 、 低 所 得 の 家 庭 や シ ン グ ル

マ ザ ー の 家 庭 な ど 配 慮 し て 収 入 に 応 じ て 負 担 額 を 変 え る べ き と 思 う 。・ 本 来

は 保 護 者 が 負 担 す べ き で あ る が 、 経 済 的 理 由 で 無 理 の あ る 家 庭 に は 市 が 援

助 を す る ・ 学 校 の 教 材 費 と 給 食 費 は 子 ど も 手 当 か ら 支 払 え る よ う に し て 欲

し い で す 。・ 保 護 者 と 市 の 負 担 ・ 低 所 得 で 給 食 費 を 捻 出 し づ ら い 家 庭 を 考 慮

し て 欲 し い  

 

質問㉘学校給食に地場産食材を活用することをどう思われますか？  

 

36%

33%

29%

2%

少子化社会を考慮し、子育てにかかる金銭的

負担を軽減するため、給食費は社会で負担す

べきであり、保護者負担はゼロ・無償化にす

べき現行通り、低廉な金額を維持させるべき

子どものための食事であり、養育者である保

護者が相応の負担をすべき

その他

75%

17%

6% 2%

地産地消に繋がる。

地場産食材は安心できる。

地場産食材を利用しなくても良い。

その他
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自由記述の内容  

地 産 地 消 に 繋 が る 。 も っ と 積 極 的 に 活 用 す べ き 。・ よ く わ か ら な い ・ 品 質 の

良 い 物 で あ れ ば 地 産 地 消 に こ だ わ ら な く て も 良 い と 思 う ・ 必 要 に 応 じ て 使

用 す れ ば 良 い 。 無 理 に 使 う 必 要 は な い 。・ 安 全 な ら 産 地 は 問 題 な い ・ そ の 土

地 で と れ た も の は そ の 土 地 で 消 費 す る の が 一 番 良 い ・ 子 ど も や 親 が 地 域 の

こ と に 関 心 が 持 て る よ う に な る ・ コ ス ト バ ラ ン ス ・ 地 場 産 食 材 は 利 用 し た

ほ う が い い が 、 そ れ に よ り 給 食 費 の 負 担 が 増 え る の で あ れ ば 利 用 す る 必 要

は な し ・ 地 元 の 農 業 発 展 の た め に は 当 然 地 産 地 消 で な け れ ば な ら な い と 思

う ・ 地 場 産 食 材 は 高 く 実 は 冷 凍 だ っ た り す る の で 、 ま ず 食 材 ル ー ト を し っ

か り 確 保 し な い と ま っ た く 意 味 の な い 地 場 産 週 間 に な る ・ こ だ わ る こ と も

な い と 思 い ま す 。・ 地 場 産 で な く て も 子 供 の た め に な る も の を 選 ぶ 。・ 地 場

産 が 低 廉 な 価 格 で あ れ ば 積 極 的 に 利 用 す べ き ・ も ち ろ ん 地 産 地 消 で な け れ

ば な ら な い ・ 地 場 産 食 材 を 知 る 。 ふ れ る い い 機 会 。  

 

質問㉙あなたは公共の図書館をどのくらい利用していますか？  

 

 

質問㉚図書館を利用しない理由についてお答えください  

 

自由記述の内容  

SNS 等 を 利 用 し た 方 が 効 率 よ く 情 報 を 集 め ら れ る ・ ゆ っ く り 読 書 す る 時 間

が な い か ら ・ 用 事 が な い ・ 読 み た い 本 （ ベ ス ト セ ラ ー ） は 、 い つ も 半 年 待

ち で す 。 そ の 時 は 下 松 市 を 利 用 し て い ま す 。・ 利 用 し た こ と が な い か ら ・ 以

前 は 行 っ て い た が 今 は そ の 気 持 ち が 無 い ・ 体 調 が あ ま り 良 い 状 態 で は な い

た め ・ イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 す る ・ 子 ど も が 小 さ い 頃 は よ く 利 用 し て い た

60%21%

15%

3% 1%

ほとんど利用しない

年に数回

月に数回

週に数回

ほぼ毎日

30%

27%

14%

10%

8%

8%
3%

行く時間がないから

ほしい本は買っているから

興味がないから

図書館が遠いから

読みたい本がないから

その他

読書が嫌いだから
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が 、 年 を 取 っ て 老 眼 に な り 、 本 を 読 む こ と 自 体 が な く な っ て い る ・ 本 を 読

む 習 慣 が な い 。・ 図 書 館 で 勉 強 が 禁 止 さ れ て い る か ら ・ 駅 前 図 書 館 に は 行 き

た い が 、 駐 車 場 は 1 時 間 以 上 い る と お 金 を と ら れ る か ら 行 き に く い ・ 職 場

で 読 ん で い る ・ 行 く 機 会 が な い か ら ・ 駐 車 場 が 少 な い ・ 駐 車 場 が な い か

ら ・ Ｗ Ｅ Ｂ で 対 応 で き る か ら ・ 通 う の が 大 変 だ か ら （ 足 が 悪 い ）・ ま ず イ ン

タ ー ネ ッ ト で 検 索 し 、 必 要 な 本 は 購 入 す る ・ 駐 車 設 備 不 備 ・ ま ず は 家 に あ

る 本 、 新 聞 を 読 ん で い る か ら 。 時 折 利 用 し よ う と 思 う 。・ 農 業 が 楽 し く 読 書

習 慣 が な く な っ て し ま っ た ・ 本 を 読 む 習 慣 が な い ・ 足 腰 の 力 が 落 ち て 自 転

車 に う ま く 乗 れ な く な っ た か ら ・ 高 齢 の た め 行 く の が 大 変 ・ ネ ッ ト で 読 ん

で い る 。 定 期 刊 行 物 は 買 っ て い る 。・ 書 籍 の 多 く が ネ ッ ト 販 売 で 購 入 で き る

よ う に な っ た か ら ・ 図 書 館 に 行 く 足 が な い ・ 数 年 前 県 外 か ら 転 入 し ま し た

が 、 駅 前 と い う 場 所 は 利 用 し に く い 。・ 他 に 本 等 を 取 得 す る 方 法 が あ る か

ら ・ 時 間 を か け な い と 読 め な い の で 買 っ て い る ・ 若 い こ ろ に 十 分 読 書 は し

た 。 今 は テ レ ビ で 知 り た い こ と を 大 体 知 る こ と が 出 来 る 。  

 

質問㉛うちどくコンテストを知っていますか  

 

 

質問㉜（うちどくコンテストに）参加しない理由についてお答えくださ

い。  

 

自由記述の内容  

子 ど も が や り た が ら な い ・ 親 が や ろ う と す る と 読 書 を 強 制 す る こ と に な

る 。 本 人 た ち が や り た い な ら や る と い う 考 え で す 。・ 借 り た 本 を 家 族 で 読 む

こ と が あ る ・ 思 想 の 違 い の 壁 を 乗 り 越 え ら れ な い か ら ・ 健 康 上 の 理 由 ・ 子

ど も が い な い ・ 他 の 家 族 が 行 っ て い る ・ タ イ ミ ン グ を 逃 し て し ま っ て い

る 。・ 発 想 は 良 い が 面 倒  

88%

9% 3%

知らない

知っているが、参加したことはない

知っていて参加したことがある

45%

29%

14%

12%

取り組む時間がない

興味がない

その他

やり方が分からない


